
西 29号 墓 (第 152図 )

墓域のやや南に位置する。

西28号墓の西側に位置する。

平面は正方形の素掘 り上壊

である。大きさはやや大き

く、長辺が83cm、 短辺75cm

を測る。深さは深 く、検出

面から180 cmを 測る。主軸

の方向はN-3-Wで ある。

ほぼ垂直に掘 り込まれてい

る。土墳内からは人骨が 1

体が出上した。

人骨は熟年後半～老年の

男性と考えられる。仰臥坐

位でWを向いている。

西 30号 墓 (第 153図 )

墓域中央に位置する。平面

形は小判形の素掘 り土坂で

ある。大きさはやや小さく、

長辺が 104 cn、 短辺57cmを

測る。深さはやや浅く、検

出面から42cmを 測る。主軸

の方向はNである。土壊内

からは人骨なかったが、銭

貨 6が出土している。

銭貨 (153図 )銅

製・鉄製。土壊底面の東端

で出上 した。いわゆる六道

銭として納入されたもので

ある。内訳は銅銭5枚、鉄

第152図 AI区西29号墓実測図
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銭1枚である。銅銭は渡来

銭である天佑通宝1枚、嘉

祐元賓1枚のほかは判読不

明が含まれる。全体的に

残存状況は悪い。寛永通

宝は 2枚 とも残存状況は

良好である。 1枚は湯ま

わりが悪い。もう 1枚 は

いわゆる"マ "通 しであ

る。

西31号墓 (第 156図 )

墓域中央のやや北に位置

する。平面は長方形の素

掘 り上娠である。大きさ

は大きく、 長辺が 100 cm、

短辺97cmを 測る。深さは

やや深く、検出面から165

cmを測る。主軸の方向は

N-18° ―Eである。底

面からは人骨 1体 と、鋸

1、 土師質土器皿 とが出

上している。

人骨は土壊底面の西壁よ

りにまとまっていた。熟

年の男性 と考えられる。

仰臥坐位で S-15° ―W

を向いている。

鋸 (154図 )片歯の

鋸である。幅4.8cm、 残存

長16cm、 厚さ0,2cmを測る。

P      O・耳m

第刊53図  AI区 西30号墓実測図
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第154図  AI区西30号墓出土銭拓影

第155図 AI区西31号墓出土遺物実測図
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第157図 Aェ 区西31号墓出土遺物実測図

先端は丸い作 りになっており、先端にいく

ほど歯の目が粗 くなる。錆化が著しいが、

本質が付着している。

土師質土器皿 (155図 )底部片である。

壊底中央、寛骨の下から出土した。底径 4.

9 cm、 残存高 0。 6 cmを測る。色調は淡黄

色を呈す。底部は回転糸切りによって、

切り離されている。

西32号墓 (第 157図) 墓域の南西端に

位置する。平面は隅丸長方形の素掘り上壊

である。大きさは大きく、長辺が106 cm、 短

辺78帥 を測る。深さは浅く、検出面から54

cmを 測る。主軸の方向はNである。土疲内

からは人骨及び遺物等は出上していない。

西33号墓 (第 157図) 墓域の南西端に

位置する。平面は円形の素掘り土墳である。

大きさはやや大きく、長辺がH7cm、 短辺

1∞ cmを測る。深さはやや浅く、検出面から

85cmを 測る。底面からは人骨 1体 と土師質
第156図  AI区 西31号墓実測図

土器 2が出土している。

人骨は熟年の女性をうかがわせる。残存状況は非常にわるく埋葬時の姿勢は不明である。

土師質土器皿 (第 158図)墳底から40～ 70cmの高さで出土した。口径10.5cm、 底径 5,9cm、 器高

2.9cmを 測る。色調は淡赤黄色を呈す。底部は回転糸切りによって、切り離されている。

―― l13-―
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第刊58図  AI区西32・ 33号墓実測図

第159図 AI区西33号墓出土遺物実測図
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西34号墓 (第 159図) 墓域南西に位置

する。平面は正方形の素掘 り上装である。

大きさはやや大きく、長辺がH7cm、 短辺

loo cmを 測る。深さはやや浅く、検出面から

85cmを 測る。底面からは人骨 1体 と土師質

土器 2・ 銭貨が出土している。

人骨は小児吾と考えられる。残存状況は非

常に悪く埋葬時の姿妻は不明である。

第161図 AI区西34号墓出土遺物実測図

土師質土器皿 (第 160図 -1)壊 底北

端から出上した。日径8.7cm、 底径4.Ocm、 器

高1.7cmを 測る。色調は淡橙色を呈す。底部

は回転糸切りによつて、切り離されている。

銭貨 (第 160図-2)9Fl製 。鉄製。墳

底中央から出土した。いわゆる六道銭とし

て納入されたものであり、寛永通宝である。

内訳は銅銭 2枚 と鉄銭 3枚である。銅銭の

うち 1枚はス費銭であることが確認できる。

西35号墓 (第 161図) 墓域のやや南に

位置する。平面は円形の素掘り土墳である。

大きさは大きく、長辺が120 cm、 短辺85cmを

測る。深さはやや浅く、検出面から75cmを

測る。土墳内からは人骨及び遺物等は出土

していない。

第160図  AI区 西34号墓実測図
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第162図 AI区西34号墓出土銭拓影



西36号墓 (第 161図) 墓域のやや南に位置する。平面形は一辺60cmの方形の素掘り上墳である。

深さは非常に浅く、検出面から36cmを測る。主軸の方向はN-7° ―Eである。土壊内からは人骨

及び遺物等は出土していない。

O                                       l
l      i     :

第163図 AI区西35。 36号墓実測図
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西37号墓 (第 162図 ) 墓域のやや

南に位置する。平面はほぼ正方形の素

掘り土壊である。

大きさは大きく、長辺が90cm、 短辺80

cmを 測る。深さは最も深く、検出面か

ら210 cmを 測る。主軸の方向はN―

7° ―Eである。上場より下場のほう

が大きいため、各壁は内傾 している。

底面には中央には径38cm、 深さ30cmの

穴が掘 り込んである。底面からは人骨

1体と、銭貨 3、 鋏 と、土師質土器 3、

釘 1が出土している。

人骨は成人の男性と考えられる。正坐

位でNを 向いている。

銭貨 (第 163図)銅 製。壊底中央

から出上した。

いわゆる六道俊として納入されたもの

であり、寛永通宝である。 1枚はハ費

銭であることが確認できる。

鋏 (第 164図 -4)壊 底中央から出

土した。鉄製のにぎり鋏である。

先端が欠損しているが、残存長H.Ocm

を測る。支点の折り曲げ部の断面は幅

7 mln、 厚さ4 mmの長方形である。

木質および目の粗い繊維が付着してい

ることから。日の粗い布袋に入れて遺

体のそばに副葬されたものと推定され

る。

土師質土器 (第 164図 -1～ 3)

壌底北東から1点、中央頭蓋骨の上

から出土した。 1は 日径 9。 2 cm、 底径 第刊64図  A

一-117-―
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第165図  Aェ 区西37号墓出土遺物実測図

4.3cm、 器高1.5cmを測る。色調は赤褐色を呈す。底部は回転糸切 りによって、切 り離されている。

2は底部片である。厚さ0。 3 cmを測る。底部は回転糸切りによつて、切 り離されている。焼成は

良好である。 3は日縁都片である。器高 2.O cmを 測る。焼成は良好。黄褐色を呈す。底部は回転

糸切りによつて、切り離されている。焼成は良好である。

西38号墓 (第 165図) 墓域のやや南に位置する。平面は正方形の素掘り土壊である。大きさは

やや小さく、長辺が70cm、 短辺68cmを測る。深さは浅く、検出面から46cmを測る。主軸の方向はN

第166図 AI区西38号墓実測図
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-33° ―Eである。掘り込み角度は緩やかである。土壊内からは人骨 1体と、土師質土器1が壊底

から16cnの高さ、北東側から出上した。

人骨は小児骨であつた。残存状況が非常に悪く、性別、埋葬時の体勢などは不明である。

西39号墓 (第 166図) 墓域のやや南に位置する。平面は正方形の素掘り上壊である。大きさは

やや大きく、長辺が80cm、 短辺80cnを測る。深さはやや深く、検出面から120 cmを 測る。主軸の方

33.Om

第167図 AI区西39号墓実測図・39号墓出土遣物実測図
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向はN-8° ―Eである。土壊検出面の高さからレンズ状に

拳大の角礫が37kg出土した。土媛内からは人骨 1体と、土師

質土器皿1、 銭貨5、 釘 6が出土している。

人骨は土墳のやや北よりで出土した。老年の女性と推定され

る。立膝坐位でWを向いている。

銭貨 (第 168図) 銅製・鉄製。墳底の北側、頭蓋骨の下

から出土した。いわゆる六道銭として納入されたものであり、

寛永通宝である。内訳は銅銭 1枚 と鉄俊 4枚である。

全体が錆で覆われ判読は不明である。 界刊68層]  A

土師質土器皿 (第 167図)大きさは口径7.8cm、 底径4.6器高1.7cmを 測り、

水挽きにより成形され、回転糸切り技法により切り離されている。

第169図 AI区西40号墓実測図

I区西39号墓出土遺物実測図

色調は淡黄赤色を呈す。
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西40号墓 (第 169図) 墓域のやや南に位置する。平面は長方形の素掘り土疲で、主軸方位はN

である。この土墳については西39号墓、西も号墓との重複がみとめられた。西39号墓に伴う礫の体

積に攪乱が見られないことから、西39号墓 (古)～西40号墓(新)と いう関係である。全長130 cm以

上、幅80cmを測る。深さは比較的浅く、検出面から90cmを 測る。壊底の大きさは長辺がHO cm、 短

辺40cmを 測る。人骨及び遺物は出上しなかった。他の上壊と形状が極端に異なることから近世の土

墳でない可能性がある。

西41号墓 (第 170図 ) 墓域の

ほぼ中央に位置する。西39号墓と

西42号墓に挟まる形で掘 り込まれ

ている。平面は長方形の素掘 り上

壊である。上縁の大きさは比較的

大きく、長辺が120 cm、 短辺HO cm

を測る。深さは比較的深 く、検出

面から150 cmを 測る。墳底の大きさ

は長辺が80cm、 短辺65cmを測る。

主軸方位はN12° Eである。この

土墳については西40号墓との重複

がみとめられた。壊底からは人骨

2体 と、碗 1、 土師質土器 2、 銭

貨 ユ、釘 2、 煙管 2が出土してい

る。

人骨は土墳のやや北よりで 2体が

重なる形で出土 した。上の人骨の

残存状態はきわめて良好で、熟年

～老年の男性と推定される。埋葬

形態は仰臥坐位で、頭位は N―

50° ―Wの方向となっていた。顎

骨半分が欠損 しており、割れ回は

鋭利な刃物で切断された可能性が 第170図 A

-121-
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ある。下の人骨は残存状況は悪いが、熟年の女性とうかがわれる。埋葬形態は仰臥坐位で、頭位は

S-25° ―Eを 向いていた。

煙管(第 171図-1～ 2)銅製。上の人骨の頭骸骨の下から出上した。 1は首部の金具は長さ47

cm、 火皿の口径 1.4 cmcm、 羅宇挿入日の口径1.l cmと なっている。脂返し部分は湾曲が小さい。吸口

側の金具は長さ5.5cm、 羅宇挿入回の回径1.l cm、 吸日の端部の口径0.6 cmを 測る。布が付着している。

羅宇には竹が用いられている。火皿内にはタール状の付着物が認められる。

がふいている。吸口には縞模様の綿繊維が付着している。雁首内には黒色のタール状の付着物があ

る。 2は首部の金具は長さ4,7 cm、 火皿の口径 1.4 cncm、 羅宇挿入国の回径1.l cmと なっている。脂

返し部分は比較的細い。羅宇には竹が用いられている。脂返し部分は湾曲が小さい。火皿内にはタ

ール状の付着物が認められる。

碗(第 171図 -3)磁器。検出面から、30cm下 の高さで出土した。日径 10.Ocm、 底径4.O cm、 器高

5.O cmを測るもので、内湾する体部を持つ。体部には花木をあしらった文様、高台には横線が 3条

描かれている。色調は体部が灰白色で、文様は緑灰色～灰色を呈する。18世紀前半の肥前系磁器と

考えられる。表採遺物の中に非常に類似したものがある。口縁部は 2か所打ちか欠れている。

土師質土器皿(第 171図 -4)上 の人骨と同じ高さ、土壌の西側から出土した。日径7.6 cm、 底

1

第171図 AI区西41号墓出土遺物実測図

径3.l cm、 器高1.5 cmを 測るもので、やや内湾する体部をもち、口縁端部は薄くなっ

面には回転糸切り痕跡がみられる。焼成は良好で内外面とも淡白黄色である。

銭貨 銅製。下の人骨の頭蓋骨の横から出上した。いわゆる六道銭として納入さ

永通宝である。ハ賓銭である。

ている。底部裏

れたもので、寛
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西42号墓 (第 172図)墓

域のほぼ中央に位置する。南

側で西41号墓と隣接する形で

掘り込まれている。

平面形楕円形の素掘 りの土墳

である。大きさはやや小さく、

長辺が83cm、 短辺75cmを測る。

深さはやや浅く、検出面から

50cmを 測る。壊底の大きさは

長径が50cm、 短径45cmを測る。

主軸の方向はN-7° ―Wで

ある。土壊内からは人骨出土

しなかったが、礫 1が出土し

た。礫は底面から10cm上 から

出土しており、大きさは拳大

である。

西43号墓 (第 174図)墓

域の中央に位置する。北allで

西44号墓、西側で西50号墓と

隣接する形で掘 り込まれてい

る。平面正方形の素掘 りの土

壊である。大きさはやや大き

く、長辺が100 cm、 短辺82cm

を測る。深さはやや深 く、検

出面から155 cmを 測る。壊底

の大きさは長辺が66cm、 短辺

63cmを 測る。主軸の方向はN

-7° ―Eあ る。壊底からは

人骨 1体 と、鎌 1、 土師質土

器皿 1が出土している。 人

骨は土壊の中央、底面の少し

第172図  AI区 西42号墓実測図

第 173図
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上で出上した。残存状態は良

好である。壮年前半女性と考

えられる。

仰臥膝屈位でN-55° ―Eの

方向を向いている。

鎌 (第 173図 -1)鉄 製。

頭蓋骨付近から出土 した。ほ

ぼ完形である。刃部長40cm、

幅9.6 cm、 茎長 15cm、 幅2.4 cm

を測る。刃は一部打ちかかれ

ている。

土師質土器皿(第 173図 -2)

土壊の中央、大腿骨の上から

出土した。日径9.6 cn、 底径49

cm、 器高2.O cmを 測るもので、

やや内湾する体部をもち、日

縁端部は九 くおさめている。

底部裏面には回転糸切 り痕跡

がみられる。焼成は良好で内

外面とも淡赤黄色である。

西44号墓 (第 176図 )墓

域の中央に位置する。南側で

西43号墓、西側で西51号墓と

隣接する形で掘 り込まれてい

る。平面正方形の素掘 りの土

城である。大 きさはやや大き

く、長辺が96cm、 短径73cmを

測る。深さはやや深 く、検出

面から125 cmを 測る。壊底の大

きさは長辺が72cm、  短辺70cm

を測る。主軸の方向はN83°

第174図  AI区西43号墓実測図

33.Om
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Wである。底面には東側には径20cm、

深さ1 0cmの平面方形、断面逆台形の穴

が掘り込んである。上壊内からは人骨

1体 と 和鋏 1、 土師質土器皿 とが出

土している。

人骨は土装の北より、底面の少し上で

出土した。残存状態は悪い。熟年女性

をうかがわせる。立膝坐位でWの方向

を向いている。

和鋏 (第 175図 -1)鉄製。いわゆ

る握り鋏で、細い鉄板をU字形に曲げ

て握りとし、両端に内向する刃を施し

たものである。この和鋏は半分が欠損

している。残存長は24.2cm、 刃部長は

5.3 cmである。刃の部分に木質、握

り部分に紐状の付着物がみられる。

土師質土器皿 第(171図 -2)口 径

9,7 cm、 底径5。5 cm、 器高2.2 cmを測る

もので、やや内湾する体部をもち、日

縁端部は九くおさめている。底部裏面

には回転糸切り痕跡がみられる。焼成

は良好で内外面とも淡赤黄色である。

第176図  A上 区西44号墓実測図

西45号墓 (第 177図) 墓域の南西端に位置する。平面正方形の素掘りの上墳である。北を西54

号墓に、西お号墓と西57号墓に東西を挟まれる形で掘り込まれている。大きさはやや大きく、長辺

が96cm、 短辺73cmを 測る。深さはやや深く、検出面から125 cmを 測る。各壁はほぼ垂直にほりこま

れている。壊底の大きさは長辺が80cm、 短辺75cmを測る。主軸の方向はN-83° ―Wである。この

土墳は西46号墓、西57号墓と重複しているが前後関係を明らかにするに至らなかった。壊底からは

人骨 1体 と、銭貨 1、 土師質土器皿 1が出上している。人骨は土壊の北より、底面の少し上で出土

32.5m
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した。熟年前半の男性と思われる。立膝坐位で

N40° Wの方位を向いている。

銭貨 (第 178図 -3)銅製・鉄製。5枚錆つい

て出土した。いわゆる六道銭として納入された

もので、寛永通宝である。銅銭と鉄銭があるこ

とはわかるが、錆化が著しく内訳は不明である。

革状のもので覆われている様子である。

土師質土器皿 (第 171図-1～ 2)1は 日径10.1

cm、 底径6.5 cm、 器高2.3 cmを測るもので、真つ

直ぐのびる体部をもち、日縁端部は丸くおさめ

ている。底部裏面には回転糸切 り痕跡がみられ

る。焼成は良好で内外面とも淡黄色である。 2

は日径9.O cm、 底径5,O cm、 器高2.5 cmを 測るもの

で、やや内湾する体部をもち、日縁端部はすぼ

まっている。底都裏面には回転糸切 り痕跡がみ

られる。焼成は良好で内外面とも淡黄色である。

32.5m

第177図 AI区西45号墓実測図

P                      Cm
第178図 AI区西45号墓出土遺物実測図

滅ぱ|
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西46号墓 (第 179図) 墓域の南西端に位置する。西35

号墓と西45号墓に東西を挟まれる形で掘り込まれている。平

面正方形の素掘りの上壊である。大きさはやや大きく、長辺

が90cm、 短径80cmを 測る。深さは比較的深く、検出面から

■5 cmを測る。各壁はほぼ垂直にほりこまれている。主軸の

方向はN-1ポ ーWである。土壊内からは人骨 1体 と、鋏 1、

釘3、  銭貨4、 土師質土器皿 1が出上している。人骨は土

坂の中央、底面の少し上で出土した。壮年女性と推察される。

仰臥坐位でS-45° ―Wの方向を向いている。

鋏 (第 180-1図 )鉄製のにぎり鋏である。ほぼ完形で、全
32.5m

こ二  1ロ

第179図  AI区 西46号墓実測図

第180図 AI区西46号墓出土遺物実測図

長は 12.6 cm程度、刃部長 4.3 cmを測る。視点の折り曲げ部の断面は幅 5 mmの正方形である。

全体に錆がついているが、残りは良好である。片面には木質、もう1面 には布が付着している。両

面に銭貨が付着している。目の粗い布袋に入れて遺体のそばに副葬されたものと推定される。

銭貨  (第 180図 -2)銅製。鋏に付着して6枚出上した。いわゆる六道銭として納入されたも

ので、寛永通宝である。内訳はス賓銭1枚、判読不明が5枚である。

土師質土器皿(第 180図 -1)日径 8.2 cm、 底径 4.l cm、 器高 1。 2 cmを 波1る 。底部裏面には

かすかに回転糸切り痕跡がみられる。焼成は良好で内外面とも茶褐色である。
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西47号墓 (第 182図) 墓域のやや西に位置する。

形で掘り込まれている。平面正方形の素掘

りの土城である。大きさは比較的小さく、

長辺が77cm、 短径65cmを測る。深さは比較

的深く、検出面から100 cmを 測る。各壁は

ほぼ垂直にほりこまれている。主軸の方向

はN-7° ―Eである。土壊内からは人骨

2体と、鋏 1、 銭貨4、 櫛、土師質土器皿

とが出上している。

人骨は土壊の中央、底面の少し上で出土し

た。壮年女性と思われる。仰臥坐位でN

55° Wの方向 向いている。もう 1体は小

児のものである。

北側で西48号墓、西側で西58号墓と隣接する

32.5m

第182図 Al区 西47号墓実測図

第181図 Al区西47号墓出土遺物実測図

鋏 (第 181図 -1)鉄製のにぎり鋏である。部分的に欠損しているが、全長は 1 4cm程 度、刃部

長 5,7 cmを 測る。視点の折り曲げ部の断面は幅 5 1nlnの正方形である。片面には木質が、反対には

銭貨との間に櫛の歯が挟まって付着している。

銭貨  (第 181図 -1)銅 製 。鉄製。鋏に付着して3枚出土した。いわゆる六道銭として納入さ

れたもので、寛永通宝である。判読不明であるが、銅銭と鉄銭がある。

土師質土器(第 181図 -2)壊 底やや西よりで出上した。日径 8,8 cm、 底径 4.9 cm、 器高 2.

O omを測る。底部裏面には回転糸切り痕跡がみられる。焼成は良好で内外面とも淡黄色である。
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西48号墓 (第 184図)墓 域のやや西に位置する。

いる。平面ほぼ正方形の上壊である。大き

さは比較的小さく、長さが72cn、 短径63cm

を測る。深さは比較的深 く、検出面から

130 cmを 測る。下場より上場が小さいため、

各壁は内傾している。検出面では礫が70kg

出土した。主軸の方向はN-10° ―Eであ

る。底面には一辺20cm深さ1 0cm断面逆台形

の穴が掘り込まれている。土媛内からは人

骨1体と、包丁1が出上している。人骨は

残存状況がわるく詳細は不明であるが、熟

年～老年で性別は不明である。

包丁(第 183図 )土墳のやや南側、人骨の

上から出上した。全長 22.2 cm、 幅 4.

2 cmを測る。

第183図  Al区西48号墓出土遺物実測図

南側で西47号墓と隣接する形で掘り込まれて

一

|

|

|

|

|

|

キ

(______ 正.サ

0.5m

AI区西48号墓実測図

33.5m

第184図

――-129-――



西49号墓 (第 185図) 墓域のやや西に位置する。北側

で西50号墓と隣接する形で掘り込まれている。平面正方形

の素掘りの上壊である。大きさは比較的大きく、長さが90

cm、 短径89cmを測る。深さは比較的深く、検出面から130

cmを測る。各壁はほぼ垂直に掘り込まれている。主軸の方

向はN-7.6° ―Wである。土竣内からは人骨1体と、包丁

1、 鋏1、 土師質土器皿が出土している。人骨は上壊の中

央、底面の少し上で出上した。熟年女性と推察される。仰

臥坐位でWの方向を向いている。

包丁(第 185図)土墳のやや北側、人骨の上から出土した。

全長 20,7 cm、 幅 4.5 cmを 測る。刃がぶれた状態であ

る。

欽 (第 186図 -2)土墳の中央、頭蓋骨の上から出土し

た。鉄製のにぎり鋏である。部分的に欠損しているが、全

長は 14.5 cn、 刃部長 6 cmを 測る。視点の折り曲げ部の

断面は幅 5 mln、 厚さ2 nlnの長方形である。木質が付着して

いることから木棺に入れられていたものと推定される。

o                 10                 20cm

第185図  AI区西49号墓実測図

32.5m

第186図  AI区西49号墓出土遺物実測図
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西50号墓 (第 187図)墓 域の中央やや西に位置する。

東―西43号墓、西―西59号墓、北―西51号墓、南―西49号墓

に四方を囲まれる形で掘り込まれている。平面正方形の素掘

りの土城である。大きさは比較的大きく、長さカラOcm、 短径

89cmを測る。深さは比較的深く、検出面から130 cmを 測る。

各壁はほぼ垂直に掘り込まれている。主軸の方向はN-22°

―Eである。土壊内からは人骨1体 と、鎌 1・ 櫛1、 土師質

土器皿、銭貨が出上している。人骨は土壊の中央、底面の少

し上で出土した。熟年～老年女性と推察される。仰臥坐位で

S-70° ―Wの方向を向いている。

鎌(第 187図 -1)先端を欠損している。残存長 1 4cnを は

かる。目釘が残っている。

櫛(第 187図 -2)横櫛の一部である。乾燥して変形してい

る。

銭貨 (第 187図 -4)銅製 。鉄製。6枚が錆で固まって出

上した。いわゆる六道銭として納入されたもので、寛永通宝

である。内訳は銅銭5と 鉄銭1である。

土師質土器皿 (第 187図 -3)墳底中央から出土した。日

径 8。 4 cm、 底径 3.7 cln、 器高 1.8 clnを 測る。底部裏面

には回転糸切り痕跡がみられる。焼成は良好で内外面とも赤

黄色である。

第187図  AI区 西50号墓実測図

32.5m
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西51号墓 (第 189図) 墓域の

中央やや西に位置する。東―西朝号

墓、西―西56号墓、北―西53号墓、

南―西50号墓に四方を囲まれる形で

掘り込まれている。平面正方形の素

掘りの上墳である。

大きさは比較的大きく、長さカウOcm、

短径89cmを測る。深さは比較的深く、

検出面からH5cmを測る。各壁はほ

ぼ垂直に掘り込まれている。

主軸の方向はN-22° ―Eである。

土壊内からは人骨2体と、鋏 1・ 煙

管 1、 土師質土器皿、整 金、健 石

が出上している。

人骨は土壊の中央、底面の少し上で

出土した。

熟年女性と推察される。仰臥坐位で

N-75° ―Wの方向を向いている。

もう 1体の性別は不明であるが、成

人のものでN-75° ―Wの方向を向

いている。

鋏(第 190図 -3)土壊の中央、
第189図 AI区 西51号墓実測図

二
=―

-1
10

1     1    1

第190図 AI区西51号墓出土遺物実測図

32.5m
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餞

ａ
大腿骨の下で出上した。鉄製のにぎり鋏である。完形で、全長は 13.9 cm、 刃部長 5.5 cmを測る。

支点の折り曲げ部の断面は幅 9 mln、 厚さ3 mlnの半円形である。錆化が著しくようやく形態をたもって

いる。

罐石 (第 191図 -1～ 3)土壊の中央、大腿骨の下で出土した。 1は径 2.5 cmを 測る。色調は淡

赤色を呈す。鉄錆・白色の皮が付着している。 2は径 2.3 cmを測る。色調は淡黄色を呈す。 3は径

2.6 cmを測る。色調は淡黄赤色を呈す。 1～ 3は原石の表皮に近い部分である。

罐金 (第 191図 -4)土壊の中央、大腿骨の下で出土した。長さ6.5 cmの厚さ2 mlnの三角形をし

ている。残存状況は良好で、三角形の単辺側に皮状の付着物が認められる。

煙管 (第 190図 -1)土壊の中央、大腿骨の下で出土した。火皿側の金具は長さ5.7 cm、 火皿の日

径1,4 cm、 羅宇挿入日の日径1.l cmと なっている。雁首部分は比較的太い。吸口側の金具は長さ5.8 cm、

羅宇挿入日の日径1.I cm、 吸日の端部の日径0.6 cmを測る。布が付着している。羅宇には竹が用いられ

ている。火皿内にはタール状の付着物が認められる。脂返し部分の湾曲は小さく、使用痕がみとめら

れる。

土師質土器皿 (第 190図 -2)土壊の中央、大腿骨の上

で出土した。日径 8,7 om、 底径 4。 9 cm、 器高 1.7 cm

を測るもので、底部裏面には回転糸切り痕跡がみられる。

焼成は良好で内タト面とも淡赤黄色である。

西52号墓 (第 192図 ) 墓域のやや北に位置する。東一

西53号墓、北―西76号墓、南―西51号墓・西56号墓に三方

を囲まれる形で掘り込まれている。平面正方形の素掘り上

頻である。大きさは比較的小さく、長さカラ3cm、 短径61cm

を測る。深さは比較的浅く、検出面から70cnを測る。各壁

はほぼ垂直に掘り込まれている。主軸の方向はN-13° ―

Eである。上媛内からは人骨 1体と釘12が出土している。

人骨は土墳の中央、底面の少し上で出土した。壮年後半

の女性と推定される。立膝坐位でN-55° ―Wの方向を

向いている。
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西53号墓 (第 193図 )墓域のやや北

に位置する。東―西31号墓、西―西52号

墓、北―西72号墓、南一西51号墓に四方

を囲まれる形で掘り込まれている。平面

ほぼ正方形の素掘り土壊である。大きさ

は比較的大きく、長さ力滑8cm、 短径77cm

を測る。深さは深く、検出面から185 cm

を測る。各壁はほぼ垂直に掘り込まれて

いる。主軸の方向はN-13° 一Eであるc

土城内からは人骨 1体と包丁、土師質土

器皿2が出上している。

人骨は土壊の中央、底面の少し上で出土

した。壮年後半の女性のものである。残

存状況は悪いため埋葬時の体勢は不明で

ある。

包丁 (第 194図 -1)壊底のやや南側

から出土した。残存状況は悪く刃部のみ

である。残存長 9 cmを 測る。

土師質土器皿 (第 194図 -2)壊底の

中央から出上した。 1は 口径 9. O cm、

底径 5.5 cm、 器高 1.5 cmを 測る。

底部裏面には回転糸切 り痕跡がみられ

る。焼成は良好で内外

面 とも淡黄赤色であ

る。 2は底部片である。

底径 6.3 cmを 測る。

底部裏面には回転糸切

り痕跡がみられる。焼

成は良好で内外面とも

淡黄色である。

第193図 AI区西53号墓実測図

32.5m

＼   
― 20cm

:__   :     :

第194図  AI区西53号墓出土遺物実測図
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西54号墓 (第 195図 )墓域の西に位

置する。西―西55号墓、北―西58号墓

に隣接する形で掘り込まれている。平

面長方形の素掘りの土壌である。大き

さは比較的大きく、長さがH7cm、 短

径93cmを測る。深さは浅く、検出面か

ら60cmを 測る。主軸の方向はNである。

土壊内からは人骨 1体と鉄製金具が出

土している。

人骨は土墳の中央、底面の少し上で出

土した。壮年後半～熟年の女性のもの

と考えられる。残存状況は悪いため埋

葬時の体勢は不明である。

鉄製金具 (第 196図 -1～ 2)と は

折り曲げて加工された厚さ2 mm程度の

鉄板に留め金状の金具がつく。内外面

に木質が付着している。幅 6。 4 cm、

残存長 7.8 cmを測る。 2は折り曲げ

た鉄板に釘が打ち込まれてる。残存長

8,2 cmを波Jる。 3は折り曲げて力日工

された鉄板にヒモ通しのような環状の

金具がつき、すべて構に使われた金具

と推定される。

o                lm

第195図  AI区 西54号墓実測図

32.5m
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第196図 AI区西54号墓出土遺物実測図
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第197図 AI区西55号墓実測図

西55号墓 (第 197図)墓の西に位置する。東一西

54号墓、北―西58号墓に隣接する形で掘 り込まれて

いる。平面正方形の素掘りの上城である。大きさは

比較的大きく、長径が85cm、 短径85cnを 測る。深さ

は比較的深く、検出面から■l cnを 測る。主軸の方向

はNである。土竣内からは土師質土器皿 とが出上し

ている。

土師質土器皿 (第 198図 )壊底の中央から出土し

た。底部片である。底径 4.O cmを 測る。底部裏面

には回転糸切 り痕跡がみられる。焼成は良好で内外

面とも淡黄赤色である。

32.5 rn ~

―
一

~

0               10cln

第198図 AI区 西55号墓出土遺物実測図
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西56号墓 (第 199図)墓域の西端に位置す

る。東―西51号墓、南―西59号墓に隣接する

形で掘り込まれている。平面ほぼ正方形の素

掘 りの土壌である。大きさは比較的大きく、

長径が87cm、 短径74cmを測る。深さは比較的

浅く、検出面から70cmを測る。主軸の方向は

N-15° 一Eである。土崚の西より、検出面

から20cmの高さに大きい礫1が出土してい

る。土墳内からは人骨 1体と銭貨 2、 銅製金

具 2、 釘24、 土師質土器皿2が出土している。

人骨はほぼ中央の床面よりやや上で出土して

いる。熟年の男性と思われる。立膝坐位で

S-60° 一Wの方向を向いている。

銭貨 (第 200図 -5)銅 製。2枚が出上し

32.Om

第199図  AI区 西56号墓実測図

た。いわゆる六道銭として納入されたもので、寛永通宝である。内訳は1枚がハ費銭であり、もう1

枚は錆化が著しく判読不明である。ハ費銭の遺存状態は良好であるにもかかわらず、文字が不鮮明

なのは鋳造時に問題があると考えられる。

銅製金具 (第 200図 -3～ 4)3は径 2.2 cmの平面 6角形を呈する金具と木質が金具により留

められている。栓のような用途と推定される。 4は径 2.2 cmの菊の文様を呈する金具と木質が金

具により留められている。鋲のような用途と推定される。

土師質土器皿 (第 200図 -1～ 2)1は 日径 8.O cm、 底径 3.6 cm、 器高 1.6 clnを 測る。底

部裏面には回転糸切り痕跡がみられる。焼成は良好である。 2は 日径 8.2 cm、 底径 4.8 cm、 器

高 2.O cmを測る。底部裏面には回転糸切り痕跡がみられる。焼成は良好である。色調は淡黄赤色

である。

帥③ 3
第200図  AI区西56号墓出土遺物実測図
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西57号墓 (第 201図)墓域の南西端に位置

する。東―西45号墓に隣接する形で掘り込ま

れている。

平面正方形の素掘りの土墳である。東壁は西

45号墓と切りあつている。大きさは比較的小

さく、長径が83cm、 短径70cmを測る。深さは

比較的深く、検出面から■O cmを測る。主軸

の方向はNである。土境内からは人骨 1体と

鎌1、 土師質土器皿2が出土している。

人骨は床面ほぼ中央で出土している。壮年の

女性と考えられる。立膝坐位でN-55° 一E

の方向を向いている。

鎌 (第 202図 -1)土壊底の北東から出土

した。残存状況が良好で関の部分には、柄を

固定するための責め金具が認められる。

土師質土器皿 (第 202図-2～ 3)壊底の

北側から出土した。 2は日径 8.9 cm、 底径

4.5 cm、 器高 1.3 cmを 測る。底部裏面に

は回転糸切 り痕跡がみられる。 3は 日径 8.

6 cm、 底径 5,O cm、 器高 1.5 cmを測る。

色調は薄黄赤色である。底部裏面には回転糸

切り痕跡がみられる。
第201図  AI区 西57号墓実測図

0               10cm

第202図 AI区西57号墓出土遺物実測図
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西58号墓 (第 203図 )墓域の西に位置する。

東―西η号墓・西48号墓、南―西54号墓・西

55号墓に隣接する形で掘り込まれている。平

面正方形の素掘り土壊である。南壁は西55号

墓ときりあっている。大きさは比較的大きく、

長径が100 cm、 短径88cmを 測る。深さは比較

的浅く、検出面から60cmを 測る。主軸の方向

はN-15° 一Eである。

土壊内からは人骨 1体と鉄製金具1が出土し

ている。成人骨で性別不明である。残存状況

は悪く埋葬時の姿勢は不明である。

鉄製金具 (第 204図 -1～ 3)土媛底のほ

ぼ中央から出土した。 1は折り曲げて加工さ

れた鉄板が組み合わせてある。木質が付着し

ている。残存長 8,2 cmを測る。 2は折り曲

げた鉄板に鑑が打ち込まれてる。本質が付着

している。残存長 6 cmを測る。 3は鉄板に環

状の金具が取り付けられている。槍に打ち付

けられた金具と推定される。

m

第203図 AI区西58号墓実測図

32.5 rn

Ｉは ヽ        ア

軒         /

第204図 AI区西58号墓出土遺物実測図
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西59号墓 (第 205図 )墓域の西

に位置する。東一西50号墓、北一

西56号墓に隣接する形で掘 り込ま

れている。平面ほぼ正方形の素掘

りの上壌である。大きさは比較的

大きく、長径が82cm、 短径68cmを

測る。深さは非常に浅く、検出面

から38cmを 測る。主軸の方向は

N-14° 一Eである。土壊内から

は人骨 1体と土師質土器皿が出土

している。

人骨はやや東よりの床面よりやや

上で出土している。成人のもので

ある。

残存状況は悪いが、仰臥坐位で、

S-30° 一Wを 向いている。

西60号墓 (第 206図 )墓域のや

や東に位置する。東―西62号墓、

西一西69号 墓、北―西63号墓、

南―西18号墓・西19号墓に四方を

囲まれる形で掘 り込まれている。

平面楕円形の素掘 りの土壊であ

る。東壁は西62号墓ときりあって

いる。大きさは比較的小さく、長

径が93cm、 短径52cmを測る。深さ

は浅く、検出面から50cmを 測る。

主軸の方向はN-7° 一Wであ

る。土壌内からは人骨及び遺物は

出土しなかった。

32.5m

32.5m

0                 1m

第206図 AI区 60。 62号墓実測図
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西61号墓 (第 207図 (墓域の東端の中央やや北

よりに位置する。西―西62号墓、南―西21号墓に

隣接する形で掘 り込まれている。

平面正方形の素掘 りの上壊である。大きさは比較

的小さく、長径が69cm、 短径60cmを 測る。深さは

比較的深く、検出面から126 cmを測る。

主軸の方向はN-20° 一Wである。土竣内からは

人骨2体 と、鋏 1、 剃刀1、 煙管1、 磁器碗5が出

上している。人骨は熟年男性と熟年性別不明と推

定される。

碗 (第 208図 -3～ 7)頭蓋骨の横から出上し

ている。すべて伏せるような状態で検出された。

特に大小 2枚づつ重ねた状態で出上した。

3は完形の磁器である。日径 5. 5 cm、 高台径 2.

7 cm、 器高 1.8 cmを測る。小型で浅く、体部は

9                1lm

第207図 AI区 61号墓実測図

内湾する。色調は青白色である。

4は完形の磁器碗である。日径 6.3 cm、 高台径

2.8 cm、 器高 2.7 cmを測る。小型で体部は内

32.5m

I区61号墓出土遺物実測図

-141-
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湾する。日縁部には打ち欠かれたと推定される痕跡が残る。色調は青白色である。 5は完形の磁器

碗である。日径 8.5 cm、 高台径 3.7 cm、 器高 5。 l cmを測る。体部は内湾しながら立ち上がる。

色調は青白色である。見込み面には使用痕が認められる。 19世紀第 2四半期に地方窯で焼かれた

広東碗である。 6は完形の磁器碗である。日径 7.4 cm、 高台径 3.2 cm、 器高 3.8 cmを 測る。

体部は内湾しながら立ち上がる。色調は青白色である。見込み面には使用痕が認められる。 7は完

形の磁器染め付け碗である。日径 7.5 cm、 高台径 3.O cm、 器高 3.5 cmを 測る。体部は内湾し

ながら立ち上がる。色調は青白色である。

鋏 (第 208図-1)鉄 製のにぎり鋏である。剃刀と錆で付着した状態で出土した。全長 13.5

cm、 刃部長 6.O cmを測る。

剃刀 (第 208図-1)厚 さが l mln程度の薄く細長い鉄板を中央で、「く」の字に折り曲げたもの

である。鋏に付着して検出された。断面は"く "の字形を呈する。幅は 1.8 cmで残存長は 1 8cm

である。

煙管 (第 208図-2)火 皿側の金具は長さ5,7 cm、 火皿の日径 1.5 cm、 羅宇挿入口の日径1.O cmと

なっている。羅宇には竹が用いられている。脂返しの湾曲は小さい。

西62号墓 (第 206図 )墓域の東端の中央やや北よりに位置する。東―西21号墓 。西61号墓、

西―西60号墓に挟まれる形で掘 り込まれている。平面ほぼ正方形の素掘 りの上媛である。大きさは

比較的小さく、長径力湖7cm、 短径63cmを測る。深さは比較的浅く、検出面から80cmを測る。主軸の

方向はN-7° 一Wである。土壊内からは人骨 1体と、煙管1、 鉄製金具1、 櫛1が出土している。

人骨は土壊のほぼ南西より床面よりやや上で出土している。熟年後半の女性のものと思われる。

第209図 AI区 62号墓出土遣物実測図 (1)
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o                 lo                20cm
i     t     i

第210図 AI区 62号墓出土遺物実測図 (2)

煙管(第 209図 )火皿側の金具は長さ4.7 cm、 火皿の回径 1.2 cm、 羅宇挿入日の日径 1.l cmと なっ

ている。吸口側の金具は長さ46 cm、 羅宇挿入日の口径 1,l cn、 吸日の端部の口径0,7 cmを 測る。両

金具ともに格子状の装飾が施されている。羅宇には竹が用いられている。火皿側の金具と羅宇の間

には薄い筒状の金具があり、装着を良くしている。火皿は逆台形を呈し、脂返しの湾曲はほとんど

消失し、火皿の下に直角に接続する。

銅製金具 (第 210図 -2)長 さ8 cm、 幅 7 mln

の板状を呈する。緑青色をしている。

櫛 (第 210図 -1)べつこう製の横櫛である。

残存長 9.5 cm、 幅 4.5 cmを 呈する。

西63号墓 (第 211図 )墓域の東端の中央やや

北よりに位置する。北一西64号墓、西―西70号墓、

南―西60号墓・西62号墓に三方を囲まれる形で掘

り込まれている。平面ほぼ正方形の素掘 りの土壊

である。大きさは比較的小さく、長径が80cm、 短

径68cnを 測る。深さは比較的深 く、検出面から

140 cmを 測る。主軸の方向はN-7° 一Wである。

土墳内からは人骨 1体と、包丁1、 土師質土器皿

32.5m

第212図  AI区西63号墓出土遺物実測図
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1、 釘1が出土している。

人骨は土壊のほぼ中央より床面よりやや上で出上している。小児のものである。残存状態は非常に

悪く、性別及び埋葬時の体勢は不明である。

包丁 (第 212図 )土墳底の東側で

出土した。刃都中央から茎にかけて

残存する。残存長13cm、 茎の幅1.3cm、

刃幅5cmを測る錆化が著しい。

西64号墓 (第 213図 )墓域の北東

に位置する。北―西65号墓・西67号

墓、西―西68号墓、南―西63号墓に

三方を囲まれる形で掘 り込まれてい

る。平面正方形の素掘 りの土竣であ

る。大きさは比較的大きく、長径が

100 cm、 短径70cmを 測る。深さは比

較的深く、検出面から140 cmを 測る。

主軸の方向はN-7° 一Wである。

土壊内からは人骨 1体 と、煙管2、

土師質土器皿 1、 銭貨1が出上して

いる。

人骨はほぼ中央の床面よりやや上で

出土している。熟年後半から老年男

性 と思 われる。仰臥坐位で N―

70° 一Wを向いている。

煙管 (第 214図 -1～ 3。 第215図 )

土墳底の北側から出上した。火皿側

32.5m

第213図  AI区 西64号墓実測図

の金具 2つは互違いに、草製の袋に入つていた。 1は火皿側の金具は長さ5.3 cm、 火皿の回径1.5 cm、

羅宇挿入回の日径0。 9 cmと なっている。雁首部分と挿入口の間は使用時の打撃により窪んでいる。

脂返の湾曲はほとんどなくなっている。 2は火皿側の金具は長さ48 cm、 火皿の口径 1,4 cm、 羅宇挿

入日の日径1.O cmと なっている。雁首部分と挿入日の間は使用時打撃により窪んでいる。脂返しの

湾曲は小さい。 3は火皿側の金具は長さ5。4cm、 火皿の口径 1.5 cm、 羅宇挿入日の回径 1.O clnと なって

いる。雁首部分と挿入日の間は度かさなる使用時の打撃により窪んでいる。
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第214図  A

脂返しは細く、湾曲している。 4は吸口側の

金具は長さ6.4 cm、 羅宇挿入口の日径 1.2 cm、

吸日の端部の日径0.6 cmを測る。羅宇には竹が

用いられている。火皿内にはタール状の付着

物が認められる。

土師質土器皿 (第 214図 -5・ 6)5は 日

径 11.2 cm、 底径 7,O cm、 器高 2.O cm

を測るもので、底部裏面には回転糸切り痕跡

がみられる。

焼成は良好で内外面とも淡責色である。

銭賞 (第 214図 -7)ヤ わヽゆる六道銭とし

て納入されたもので、寛永通宝である。

5

∞
I区西64号墓出土遺物実測図

麗硼彦⑧
0     ~~~~…

……………
             10cm

第215図  AI区西64号墓出土遺物収納模式図
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西65号墓 (第 216図)墓域の北東端に

位置する。

南一西64号墓 と隣接

する形で掘 り込まれ

ている。西66号墓と

西67号墓と切り合っ

ているため南東方向

のコーナーのみ残存

している。平面形は

方形であることはうか

がえるが、長短の比率はわ

からない。大きさは 1辺が30cn以上

80cm未満、もう一辺が40cm以上10Cl cm未

である。深さは比較的深く、検出面から

60cmを 測る。主軸の方向はN-7° 一W

である。土壊内から遺物は出土

していない。

西66号墓 (第 216図 )墓域の

北東に位置する。

西67号墓 と切 り合っているため

東半のみうかがえる。平面形は

方形であることはうかがえるが、

長短の比率はわからない。

大きさは1辺が55cm、  もう一辺が

40cm以上lCXl cm未満である。

深さは比較的深く、検出面から

Ho cmを測る。主軸の方向はN―

7° 一Wである。

土壊内からは人骨 1体が出土している。

第216図 AI区 西65。 66。 67号墓実測図
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人骨は熟年女性と考えられる。残存状

況は悪く埋葬時の体勢は不明である。

西67号墓 (第 216図 )墓域の北東に

位置する。長辺100cm、 短辺70cm、 深さ

175cmを 測る。主軸方向はNである。土

嫉底には径37cmの隋円形で深さ7cmの穴

が掘り込まれている。土壊内からは土

師質土器皿と人骨 1体が出上 してい

る。人骨は熟年後半～老年男性と考え

られる。

土師質土器皿 (第 217図 )下の人骨

の上にのって出土した。日径 9.O cm、

底径 4。 2 cm、 器高 1.8 cmを 測るも

ので底部裏面には回転糸切り痕跡がみ

られる。焼成は良好で内外面とも淡黄

赤色である。

西68号墓 (第 218図 )墓域の北東に

位置する。平面正方形にちかい長方形

の素掘りの上壊である。大きさは比較

的大きく、長径が100 cm、 短径90cmを

測る。深さは浅く、検出面から60cmを

測る。主軸の方向はN-7° 一Wであ

る。土壊内からは歯が出土している。

歯は土壊のほぼ中央より床面よりやや

上で出土している。成人のものである。

0               10cm

第217図 AI区 西67号墓出土遺物実測図

第218図  AI区西68号墓実測図
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西69号墓 (第 219図 )墓域のやや北に位

置する。平面長方形の素掘りの土壌である。

大きさは大きく、長径が140 cm、 短径 100cm

を測る。深さは比較的深く、検出面からH5

cmを測る。主軸の方向はN-7° 一Eであ

る。土壊内からは人骨 1体と、煙管2、 土師

質土器皿 2が出土している。

人骨は南壁よりの床面よりやや上で出上し

ている。成人男性と推定される。仰臥坐位

でN-70° 一Wを向いている。

煙管 (第 220図 -1)土 壊のほぼ中央、

人骨の下から出上した。火皿側の金具は長

さ6.2cm、 火皿の日径 1.5 cm、 羅宇挿入回の

口径 1.O cmと なっている。雁首部分は比較的

長く脂返しは大きく湾曲する。羅宇には竹

が用いられている。

火皿内にはタール状の付着物が認められる。

土師質土器皿 (第 220図 -2～ 3)検出

面付近から20cm下の高さから出土した。

2は 日径 H.Ocm、 底径7.O cm、 器高1.8 cmを

測るもので、直線的にのびる体部をもち、

口縁端部は薄くなっている。底部裏面には回転糸切り痕跡がみられる。

焼成は良好で内外面とも淡赤黄色である。

3は日径 11.2cm、 底径7.3 cln、 器高1.8 cmを 測るもので、直線的にのびる体部をもち、日縁端部は薄

くなっている。底部裏面には回転糸切り痕跡がみられる。焼成は良好で内外面とも淡赤黄色である。

両方とも底部が広く、浅い形状をしている。

買 生 重 電 妻 :4
0                 10cm

第220図 AI区西69号墓出土遺物実測図

32.5m

第219図 AI区西69号墓実測図
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西70号墓 (第 221

図)墓域のやや北に

位置する。平面正方

形の素掘りの上墳で

ある。大きさは比較

的大きく、長径が90

cm、 短径88cmを測る。

深さは最も深く、検

出面から210cmを 測

る。主軸の方向は

N-22° 一Eで あ

る。土崚内からは人

骨 1体 と、包丁 1、

土師質土器皿 2が出

土している。

人骨はほぼ中央の床

面よりやや上で出土

している。壮年～熟

年と推定される。

立 膝 坐 位 で S―

55° 一Wを向いてい

る。

包丁 (第 222図一

1・ 2)上壊底の東

側、人骨の下から出

土した。刃部片と茎

片である。刃部は幅

5,3cmを 測る。

土師質土器皿 (第 2

22図-3)底部の

み残存している。

第221図  AI区西70号墓実測図
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底径4.3omを 測るも

ので、底部裏面に

は回転糸切 り痕跡

がみられる。

焼成は良好で内外

面とも淡黄赤色で

ある。

西71号墓 (第 22

3図 )

墓域のやや北に

位置する。平面ほ

ぼ正方形の素掘 り

の土壊である。大

きさは比較的大き

く、長径が95 cm、

短径 8 0clnを 測る。

深 さはやや深 く、

検出面から130cmを

i ld′ム＼ 1■ A'‐

/h

lヽhヽこ
a

4

第222図

3

＼  時

L___      9Cm

AI区西70号墓出土遺物実測図

32.Om

ヽ
、    _

0                   10        15cm

第224図  AI区西71号墓出土遺物実測図

第223図 AI区西71号墓実測図

隠謬キ
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測る。主軸の方向はN-22° 一Eである。

ぼ中央の床面よりやや上で出上している。

西72号墓 (第 225図 )

墓域のやや北に位置す

る。平面ほぼ正方形の

素掘りの上壊である。

大きさは比較的大きく、

長径が85cm、 短径83cm

を測る。深さはやや深

く、検出面から130cmを

測る。主軸の方向は

N-7° 一Eである。

土壊内からは人骨 1体

と銭貨が出土している。

人骨はほぼ中央の床面

よりやや上で出上して

いる。熟年後半女性と

推定される。立膝坐位

でWを向いている。

銭貨 (第 226図 )銅

製・鉄製。土墳底の東

側、頭蓋骨の下から出

土した。5枚が錆によ

り付着 して出土 した。

いわゆる六道銭として

納入されたもので、寛

永通宝である。内訳は4

枚が鉄銭であり、1枚

は銅銭である。

土壊内からは人骨 1体と銭貨が出上している。人骨はほ

壮年後半男性と推定される。立膝坐位でWを向いている。

32.Om

第225図  AI区西72号墓実測図

第226図 AI区西72号墓出土遺物実測図
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西73号墓 (第 227図 )墓域の北端に位置

する。平面正方形の素掘 りの土墳である。

大きさは比較的大きく、長径が88cm、 短径

70cmを測る。深さはやや深 く、検出面から

150 cmを測る。主軸の方向はN-7° 一Eで

ある。土壊の底面には一辺 16cm、 方形の穴

が掘 り込まれている。土壊内からは人骨 1

体と煙管、土師質土器皿が出土している。

人骨はほぼ中央の床面よりやや上で出土し

ている。熟年男性と推定される。立膝坐位

でS-25° 一Wを向いている。

煙管 (第 228図 -2)火 皿側の金具は長

さ4.7 cm、 火皿の日径 1.4 cm、 羅宇挿入日の

口径1.l cmと なっている。火皿は逆台形を呈

する脂返しの湾曲は消失し、火皿の下に首

が直角に接続する。吸口側の金具は長さ7.0

cm、 羅宇挿入日の口径 1.l cm、 吸日の端部の

日径0,4 cmを測る。羅宇には竹が用いられて

いる。火皿内にはタール状の付着物が認め

られる。
第227図  AI区 西73号墓実測図

32.Om

第228図  A 区西73号墓出土遺物実測図
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西74号墓 (第 229図 )墓域

の北端に位置する。平面正方形

の素掘りの上壊である。大きさ

は比較的大きく、長径が88cm、

短径70cmを測る。深さはやや深

く、検出面から150cmを 測る。

主軸の方向はN-7° 一Eであ

る。土壊内からは人骨 1体 と包

丁、銭貨、土師質土器が出上し

ている。人骨はほぼ中央の床面

よりやや上で出土している。壮

年女性と推定される。立膝坐位

でS-40° 一Wを向いている。

包丁 (第 230図 -1)土 壊底

の中央、大腿骨の上から出土し

た。刃部先端と茎部分が欠損し

ている。刃部先端は供献時には

すでに欠損していたものと考え

られる。残存長 18.Ocm、 幅5.5

cm、 厚さ0.3cmを測る。

餞貨は銅製である。上壊底の西

側、頭蓋骨の下から出上した。

2枚が錆により付着して出上し

た。いわゆる六道銭として納入

されたもので、寛永通宝である。

錆化が著しく文字の判読は不明

である。片面に布が付着してい

る。

9      1P

第229図 AI区西74号墓実測図

32,Om

0                 10cm
L    :

く
更 璽 匡 ラ

/2

第230図  A 区西74号墓出土退物実測図

土師質土器皿 (第 230図-2)日径8.6 cm、 底径4.O cm、 器高1.8 cmを 測るもので、やや内湾する

体部をもち、日縁端部は九くおさめている。底部裏面には回転糸切り痕跡がみられる。焼成は良好

で内外面とも淡赤黄色である。
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西75号墓 (第 231図 )墓域

のやや北に位置する。平面正

方形の素掘りの土壊である。

大きさは比較的小さく、長径

が74cm、 短径60cmを 測る。深

さはやや浅く、検出面から98

cmを測る。主軸の方向はNで

ある。土壊内からは人骨 1体

と釘99本が出土している。

人骨はほぼ中央の床面よりや

や上で出土している。壮年後

半～熟年男性のものと考えら

れる。

立膝坐位でN-65° 一Wを 向

いている。

西76号墓 (第 231図 )墓域

のやや北に位置する。平面ほ 第231図  A 区西75'76号墓実測図

ぼ正方形の素掘りの土壊である。大きさは比較的小さく、長径が75cm、 短径70cmを測る。深さはや

や浅く、検出面から76cnを 測る。主軸の方向はNである。土墳内からは人骨 1体と煙管、釘46が出

土している。人骨はほぼ中央の床面よりやや上で出土している。熟年男性のものである。

仰臥坐位でN-70° 一Wを向いている。

煙管 (第 232図 )火皿側の金具は長さ5。 3

cm、 火皿の日径 1.4 cm、 羅宇挿入日の口径

1.l cmと なっている。挿入口側には使用時

の衝撃により平坦になった部分があり、使

用されていたものであることがうかがえ

る。吸回側の金具は長さ5,6 cm、 羅宇挿入

日の日径 1.l cn、 吸口の端部の日径0,6 cmを

測る。羅宇には竹が用いられている。火皿

内にはタール状の付着物が認められる。脂

返しの湾曲は小さい。

国

=券
Cn

第232図  A 区西76号墓出土遺物実測図
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西77号墓 (第 233図 )墓域の北西に

位置する。平面正方形の素掘 りの土壌

である。大きさは比較的小さく、径が

68cmを 測る。深さはやや浅く、検出面

から48cmを測る。主軸の方向はNであ

る。土壊内からは人骨 1体 と土師質土

器、銭貨、釘90が出上している。人骨

は西壁よりの床面よりやや上で出上し

ている。老年女性と推察される。仰臥

坐位でN-80° 一Wを向いている。

第234図  A 区西77号墓出土銭拓影

銭貨 (第 234図 )銅製。5枚が錆により付着

して出上した。いわゆる六道銭として納入され

たもので、寛永通宝である。内訳は1枚がハ費

銭、その他は腐食が著しく文字の判読は不明で

ある。

西78号墓 (第 235図 )北西隅に位置する。

平面ほぼ正方形の上嫉である。大きさは比較的

小さく、長径が69cm、 短径が60cmを 測る。深さ

は非常に浅く、検出面から20cmを 測る。但しこ

の辺りは検出面よりlm以上盛土をしていたも

のと考えられる。主軸の方向はNである。土城

内からは人骨 1体と釘 4が出土している。

人骨はほぼ中央の床面よりやや上で出土してい

る。

壮年女性のものと考えられる。仰臥坐位で S―

35° 一Eを向いている。

第233図 AI区 西77号墓実測図

3■5m
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西79号墓 (第 236図)墓域のやや北に位

置する。

平面正方形の素掘りの上壊である。大きさ

は比較的小さく、長径が70cm、 短径が60cm

を測る。深さは非常に浅く、検出面から60

cmを 測る。主軸の方向はN-7° 一Wであ

る。土壊内からは人骨 1体 と銭貨8、 櫛 2、

鎌と、釘42、 土師質土器皿が出上している。

人骨はほぼ中央の床面よりやや上で出土し

ている。熟年女性のものと考えられる。仰

臥坐位でN50Wを向いている。床面には毛

髪が残存していた。

銭質 (第 237図 )銅製。9枚が錆により付

着して出上した。いわゆる六道銭として納

入されたもので、寛永通宝である。内訳は2

枚がス費銭、6枚がハ費銭である。ハ費銭の

中には文微1枚 と、寛通の間に素穴がある

もの1枚力Sある。

櫛 (第 238図 -1。 2)竪櫛と横櫛があ

る。人骨の下で検出した頭髪の中にあつた。

1は竪櫛で幅2.3cm、 残存長3.5cm、 厚さ0.4

0mを 測る。表面に黒色の漆状付着物が認め

られる。 2は横櫛で端部片である。

鎌 (第 238図-4)草 刈鎌の中央より先

端部分と推定される。先端が折れ付着して

いる。残存長6.5cm、 幅2.5cm、 厚さ0.5cmを

測る。

土師質土器皿 (第 238図 -3)口径8.Ocm、

底径3.8cm、 器高1,3 cmを測るもので、やや

内湾する体部をもつ。焼成は良好で内外面

とも淡黄色である。

第236図  AI区西79号墓実測図

第237図  AI区西79号墓出土銭拓影
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第238図 AI区 西79号墓出土追物実測図

西80号墓 (第 239図 )墓域の北西端に位置する。

平面正方形の素掘 りの土崚である。大きさは比較的

小さく、長径が76cm、 短径カウ2cmを測る。深さ

は非常に浅く、検出面から64cmを 測る。主軸の方向

はN-7° 一Eである。土墳内からは人骨 1体と銭

貨6、 煙管1、 銅製金具、釘66が出土している。

人骨はほぼ中央の床面よりやや上で出土している。

熟年男性のものと思われる。立膝坐位でWを向いて

いる。

銭貨 (第 242図 )銅製。土壌のほぼ中央、頭蓋骨

の下から出土した。6枚が錆により付着して出上し

た。

いわゆる六道銭として納入されたもので、寛永通宝

である。内訳は1枚がス費銭、5枚がハ費銭で

ある。ハ費銭の中には文銭1枚がある。

煙管 (第 240図 )土壊のほぼ中央、頭蓋骨の下か

ら出上した。火皿側の金具は長さ42 cm、 火皿の

日径2.5 cm、 羅宇挿入日の回径 1.l cmと なっている。

吸日側の金具は長さ4,9cm、 羅宇挿入回の日径 1,Ocm、

吸日の端部の口径0.6 cmを 測る。接合のバリが上に

現れている。火皿が非常に大きく、全体的に九みを

帯びている。脂返しの湾曲は消失している。

羅宇には竹が用いられている。火皿内にはタール状

の付着物が厚く付着している。

銅製金具 (第 241図 -1・ 2)板状金具と留金具

第239図 AI区 西80号墓実測図

鉾 =―

亀 二_

聰 二
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0                 1ocm

第240図  AI区西80号墓出土遺物実測図
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3cm

第241図 AI区西80号墓出土遺物実測図

がある。板状金具は一部欠損しており、残存長4.0

cm以上幅0.5clnで 非常に薄い。端には径0,3clllの穴が

開いている。全体的に緑青がふいている。留金具

は径 l cmの環状金具と径0。 8cmの盤状金具が金具で

留められている。

土器溜遺構 近世墓群の墓域中央よりよりやや

南側で、西H号墓・西29号墓・西30号墓 。西41号   第242図 AI区 西80号墓出土銭拓影

墓に囲まれた空間で不整形な溝を検出した。滞の大きさは検出面から長さ90cm、 幅70cm、 深さ30cm

を測る。滞は淡茶色のサクサクとした砂質土に覆われており、その中から須恵器盛 と、杯身 1、

壺 1、 高杯 9が出上した。 (第 244図 )土器類は土壊のやや西側によっている。溝の底面と土器

の間には若千の間がある。

須恵器 B(1)日 径8 5cm、 頸部径4.Ocm、 胴部最大径 10,9cm、 器高10,7cmを 測る。日縁端部内面に

は段が1段つく。頸部には波状文が施されている。肩部は自然釉がはがれ黄色のあばた状を呈す。

底部は九底で、手持ち不整方向ヘラ削りのあとハケで調整している。焼成は良好である。

須恵器杯身 (2)日径9。 lcm、 胴部最大径 12.5cm、 底部径6.5cm、 器高4.8cmを 測る。色調は淡淡灰青

色を呈し、焼成はややあまい。日縁部は長く、端部は九くおさまっている。

土師器壷 (3)日縁部～顕部が残存する。日径8.5cn、 頸部径5.2cm、 残存高4.7cmを 測る。日縁部は

墓ほどで肥厚する。口縁部外面は縦ハケの後回転ナデを施す。日縁部内面は横ハケが施されている。

色調は赤黄色を呈す。

土師器高杯 (4～ 11)口縁部が内湾するもの (4～ 11)8点 と外反するもの (12)1点 の大

きく2種類に分けることができる。日縁部が内湾するものは日径が16cm～ 17cln、 杯部高5cm、 脚部

高2c14程度、裾部径9cmを測る。日縁部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面～脚柱部上端にはた

て方向のハケ調整を施す。脚柱部～裾部外面には縦方向のヘラ磨きが施される。脚柱部と裾部の変

換点は明瞭な稜線ができている。脚柱部内面には絞り目ができており、裾部内面にはヨコ方向のハ

ケメ調整が施される。裾部端は外側に面をもつ。底部の脚柱部との接する部分にはlcmの深さの穴

O
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第243図 AI区西土器溜位置図

第244図 AI区西土器溜遺物出土状態実測図

-159-



第245図 AI区 西土器溜遺物出土状態実測図
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を穿がつている。脚柱部上端の横に継ぎ足すような形で杯部が作られている。色調は赤黄色を呈す。

(8)には黒斑がみられる。日縁部が外反するものは、日径20 5cm、 裾部径 12cm、 器高13 5cmを 測る。

杯部外面には段がつき、裾部端は丸くおさめる。杯底部と脚柱部の接合は杯部と脚柱部を別々に作

ったあと接合している様子である。これらの上器は大谷編年の山陰 1期属することから、古墳時代

中期の溝を伴う何らかの施設があつたものと考えられる。

西地区表採遺物

近世墓が密集する平坦面では多量の表採遺物を検出した。(第 246図 )

磁器湯飲み (1)染め付け磁器。平坦面の東よりで採取された。日径6.5 cm、 底部径2.5 cm、 器高3.0

cmを測る。胴部は直線的に開き、日縁部は外反する。焼成は良好であり、色調は淡灰白色の施釉が

施されている。外面はロクロ挽きの凹凸が明瞭に現れている。日縁部外面には文様が施されている。

湯飲みもしくは杯として使用されたものと考えられる。

磁器飯碗 (2)染め付け磁器。Al西 62号墓付近で採取された。日径H.O cm、 高台5.8 cm、 器高

6.3 cmを 測る。いわゆる、広東碗である。高台との接合部から口縁部にかけて、直線的に開く。焼

成は不良であり釉薬が溶けきっておらず、所々白色を呈す。色調は青みがかつた灰色である。日縁

部内面に2条の線、底部内面に 1条の線、外面に花をあしらったの文様が施されている。飯碗もし

くは向付として使用されたものと考えられる。 19世紀第 2四半期に地方窯で焼かれたものと考え

られる。日縁部が故意に打ち欠かれた部分があり、埋葬に伴って使用されたものであろう。

磁器飯碗 (3)染め付け磁器。Al西 41号墓付近で採取された。日径9.7 cm、 高台4.O cm、 器高4.9

cmを測る。胴部は内湾している。内外面は淡い灰色である。文様は淡い墨色を呈し、底部外面から

高台にかけて 2条の線、胴部外面に梅をあしらったと推定される文様が施されている。飯碗もしく

は向付として使用されたものと考えられる。 18世紀前半に肥前付近で焼かれたものと考えられる。

日縁部が故意に打ち欠かれた部分があることから、埋葬に伴って使用されたものであろう。Al西

41号墓出土のものと器形・文様ともに酷似する。

磁器飯碗 (4)施釉陶器。Al西 41号墓付近で採取された。日径 12.2cm、 高台5.2 om、 器高5,8 cm

を測る。胴部は直線的で、底部との境には稜がつく。色調は黄みの灰色である。外面から内面上部

にかけて、青磁色の釉薬が掛かっている。内面には5カ 所のトチンが痕跡が認められる。底部外面

には墨書らしき痕跡が観察できる。飯碗として使用されたものと考えられる。 19世紀後半に地元

で焼かれたものと考えられる。日縁部が故意に打ち欠かれた部分があることから、埋葬に伴つて使

用されたものであろう。 トチン痕跡が磨滅した様子がないことから、未使用であつた可能性あり。

銅板 (5)平坦面の東側で出土した。直径5.5cmの円盤である。厚さ l llm表面は緑青に覆われている。

用途は不明である。
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養形土器 (6)胴部片である。内面の当て具は擦 り消されている。外面には粗い格子目が残つてい

る。近世の焼き締め陶で、いわゆる亀山焼などと称されるものであるが、産地は不明である。

扇形土製品 (7)外縁が 1 6cm、 内縁が6.3cm、 幅6.6cm、 厚さ1.8cmを 測る。表面には、径0.5cm、 深

さ1.lcmの穴が 17カ所 3列に並んで開いている。そして、その間を埋めるように、米印31カ 所と

花印 3カ所のスタンプが押されている。また、扇の中央には傘印スタンプが上下 2カ所押されてい

る。側面には、 21カ所に米印スタンプが押されている。裏面には全く装飾が施されていない。全

体的に淡い黄色を呈し、全体に入念な横方向のヘラ磨きをほどこして、器面が滑らかである。細か

い雲母のような粉末が付着しており、光沢をもっている。用途は不明である。

土師質土器 (8)底部片である。底径6.3 cm、 残存高2.2 cmを 測る。底部は 7 mlnと かなり厚く、裏面

には回転糸切 り痕跡がみられる。焼成は良好で内外面とも淡赤色である。

A西81号墓・A西82号墓

A区中から北西にのびる小

さな尾根上に 2カ 所の平坦面

がある。 (第 247図 )上のも

のがA西 81号墓であり、下の

平坦面がA西82号墓である。

A西 8刊 号墓 (第 248図 )北

横穴玄室の真上にあたる。 6

m× 4mの平坦面に長方形の

土壊と溝状遺構が掘 り込まれ

ている。土墳の規模は、長さ

120 cm、 幅65cm、 深さ50cmであ

り、素堀 りである。

土墳内からは銭貨 1が出土 し

ている。溝状遺構は長さ2CXl cm、

幅40cm、 深さ25cmである。土

壊に伴 うものと考えられる。

付近には五輪碁が散乱 してい

た。

銭貨は銅銭で、開元通費であ

る。開元通費 (初鋳845年 )は渡

%
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第248図 AI区西81号墓実測図

来銭である。

土壊の形状と出土遺物から中世に属するものと考えられる。

A西82号墓 (第 249図 )北横穴の西側に所在する。 5m× 4mの平坦面から方形に配置された列

石と円形土壊が検出された。平坦面一体には指頭大の円礫が散乱していた。

方形の配列は東西南北にほぼ方位があつている。東西 1 6 0cm、 南北 1 4 0cmの方形で、列は 1

列で巡つている。東辺と南辺は18cm～ 22cm大の方形の厚手の平石を使っている。西辺は2 8cm大の

比較的大きい不整形な石を用いている。北辺は大きくても1 5cm大の小さい不整形な石を用いてい

る。円形土壊が主体部であり、その墓域の区画のために配石がなされていたものと推定される。

円形土壊は方形の区画の下に位置するが、西側に寄つている。地山を掘 り込んでおり、径77cm、 深

さ,30cmを測る。底面は半分が 8 cm程高くなっている。土媛内から遺物は検出できなかった。
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火葬墓 (第 250図)Al区 中央部 S B01西下方向、A区西近世墓群とA区西 81号墓に挟まれた

斜面に沿って、幅 2mの平坦面がある。標高は約32.5mで ある。この平坦面には火葬骨片が多量に

散乱していた。特に集中する場所が4箇所確認できた。径20cm程度の不整形な円形～楕円形をして

おり、深さは検出面から7 cm程度である。それぞれは60cln～ lmの間隔をもっており、不規則に配

置されている。

骨片は指先程の小片であり、詳細は不明である。南側には五輪塔の地輪があることと斜面の下に

五輪塔の空風輪が崩落していることから、かつては五輪塔が建っていたと考えられる。

第250図 AI区西火葬墓分布図
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A西裾で検出した遺構

丘陵の裾には、性格を明確にする

はできなかつたが、平坦な面が形成

れていた。この平坦な床面からは、

丘陵の上から流れ落ちたと考えられ

五輪塔片が床面から出上している。

その後、丘陵上での近世墓の造成や

造成後の近世墓の流失で、この平坦

面は完全に埋まってしまったものと

考えられる。明確な遺構は、この平

坦面の北川に円形の土坑が検出され

た。

平坦面は、東西方向へ奥行き4m、

南北方向8mの平坦面である。この

平坦面からは、自色の石材が検出さ

れている。調査の結果、来待産の凝

灰岩別名白粉石と判断された。

円形土坑は、表上下 2 0cmか ら検

出された。東西径 1 2 0cm、 南北径

1 1 0cmの やや楕円形を呈し、深さ

3 0cmを 測る。土坑内部の上層は、

4つの層からなっており、流れ込ん

だ土と考えられる。土坑を被覆した

土層からは、炭化物が出上している

がこの上坑に伴う遺物は認められな

かった。

第251図  A区西裾検出遺構分布図
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A区北裾調査区 (第254図 )

この調査区は、僅かに道路予定にかかる部分を調査したもので、全体の性格を明確にはしえなか

った。この部分は、丘陵の斜面を削り、平坦面をつくったもので、柱跡と考えられる土坑、それに

伴うと考えられる溝状遺構が検出された。但し、ここで検出したものは、柱穴の大きさからいって

も、大規模な建物でないと判断された。また、この建物と隣接して池も所在した。この池は、道路

用地に買収されるまで、清水大日堂の西側の安部氏の所有であった。この池の造成時期等

B区調査区

A区北裾調査区

＄

一

７

・

′
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′
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１

‐
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‐

＼

第254図  A区北裾調査区位置図
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については未詳である。以上の調査等によって知ることができたことや荒神さんや清水大日堂の建

物が所在する部分は、一辺 100mの 四角形を呈する平坦面である。丘陵を削り出して大規模な造
成を行つた中心施設があるものと考えられ注目される。

掘立柱建物は、梁間 2間の3m、 桁行 2間の4mが検出されている。検出された柱穴の柱間は、
一律で梁間の柱間 1.5m、 桁行の柱間2mである。柱穴の深さは、 2 0cmである。柱穴が検出さ

れた地山面には、青灰色の土層に覆われていた。

出土遺物は、上記の青灰色の上層中から (第 259図 )1青磁碗の見込みや 2備前瓶の口縁片が出
土している。

A区北側谷 (第260図 )で認められた石製五輪塔である。しかし、ここから検出されたものは、丘

陵から落ちた二次的なものであり、五輪塔のセット関係を組むには至らなかった。石材は何れも凝

灰岩である。このことはA区北all斜面も同様である。以下特徴を抽出して記すこととにする。

(第260図 1)比較的小型の空風輪で、風輪の上部を欠損している。空輪の径 1 3cmを 測る。横断

面は正円形を示し、空風輪の境となる溝の加工は入念で、風輪の形態が球形に近いものと考えられ

る。(2)は出土したものでは大型の空風輪で、風輸下端から空輪頂部まで 2 6cm、 空輪径 17。

5 cm、 風輪径 1 6cmを測る。空風輪の境となる溝の加工は比較的入念で、風輪の形態が球形に近い

ものである。(3)は出土したものでは大型の空風輪で、風輪下端から空輪頂部まで 2 5cm、 空輪

径 1 9cm、 風輪径 19.4 cmを測る。(4)は 出土したものでは中型の空風輪で、風輪下端から空

輪頂部まで 2 1cm、 空輪径 15。 6 cnl、 風輪径 16.5 cmを 測る。この (3・ 4)二つの風空輪は、

断面V字形の溝を荒く入れ、空風輪の境としいる。溝の加工や全体の面取りが不徹底で、滑らかな

曲線を成すに至っていない。横断面は楕円を呈す。(5)は水輪で、水輪の径 29. 5 cm、 高さ2

0 cmを 測る。この水輪は、上下面取り加工を最小限に止めたもので、火輪・地輪に接する部分に僅

かに内 が施されている。(6)は火輪である。火輪の軒幅 22.5 cm、 高さ1 3cmを 測る。四隅
の反りは顕著ではなく、軒下端から四隅端部までの反りは l cmを測る。空輪を差し込む穴があり、

深さ5 cm、 径 4.8 cmを測る。表面には加工痕跡を留めるものである。
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0        10        20       30cm

第258図  A区北斜面出土遺物実測図 (2)

A区北側斜面 (第 257図 )から出土した石製五輪塔である。

(第 257図 1・ 2・ 3・ 4・ 5。 6)は空風輪の境となる溝の加工は入念で、風輪は球形に近く、

横断面は円形を呈する。(1)は下端から頂部まで 2 7cm、 空輪径 16.5 cm、 風輪径 14.5 cm

を測る。(2)は空輪径 15。 5 cmを 測る。(3)は空輪径 1 5cmを測る。(4)は空輪径 15.5

cmを測る。(5)は下端から頂部まで 2 8cm、 空風輪ともに径 16.5 cmを測る。(6)は大型の空

風輪で、下端から頂都まで 30.5 cm、 空輪径 19.5 cm、 風輪径 20.5 cmを 測る。(7・ 8)

は空風輪の境に断面V字形の浅い溝を巡らす。横断面は円形を示し、風輪上部が滑らかな曲線を成

すに至っていない。(7)は下端から頂部まで 24.5 cm、 空風輪径ともに20.5 cmを 測る。(8)

は下端から頂部まで 25.5 cn、 空風輪径ともに23.5 cmを 測る。 (9。 10)は、断面に深い

溝を巡らし空風輪の境とし、風輪突起が鋭角的に突出するもので、滑らかな曲線を成すに至ってい

ない小型のものである。(9)は下端から頂部まで24。 5 cm、 空風輪径とも1 2cmを測る。(10)

は下端から頂部まで 2 6cm、 空風輪径とも1 2cmを測る。断面U字形の深い溝に円形の工具の痕跡

が巡る。(11。 12)の横断面は円形を示し、空輪の最大径は中央よりやや上に位置し、断面は

多面形を呈する空風輪である。(11)は下端から頂部まで 2 7cm、 空輪径 15,5 cm、 風輪径 1

7.5 cmを 測る。空風輪の境は断面V字形の深い溝を巡らす。(12)は下端から頂部まで 2 6om、

空輪径 1 6cm、 風輪径 17.5 cmを 測る。横断面は正円形を示し、丁寧に仕上げられている。(1

3。 14・ 15。 16・ 第257図 1)は軒部の反りある火輪である。(13)は軒幅2 9cmを 測る。
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頂上部を欠損している。(14)は軒

幅 2 5cm、 高さ13.5 cmを 測る。

(15)は軒幅 2 3cmを測る。(16)

は軒幅 2 6cmを測る。(第 258図

1)は軒幅 22.5 cmを測る。表

面には加工痕跡を留めるものであ

る。 (第 257図 17)は軒部の下端

が水平な火輪である。軒幅 2 4cm、

高さ1 0cmを 測る。下端の火輪に 第259図  A区北据出土遺物実測図 (1)
接する部分は僅かに内判が施されている。表面には加工痕跡を留めるものである。 (第 258図 2)

は水輪で、水輪の径 2 7cm、 高さ17.5 cmを 測る。この水輪は、火輪・地輪に接する部分に僅か

に内制が施されている。
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かさもりさん

調査区丘陵の北側斜面中腹部分下に、かわらけが多数表採できるところがあり、調査が始まって

そこが「かさもりさん」と呼ばれて、昭和30年代位まで祀られていたと古老は言う。調査時まで

あつた神木の回りにかわらけに団子をのせてお供えしたと言う。この木は、 2代 目であったと言う。

また、この木の東側には半月状の平坦面が検出された。この平坦面は、斜面を削りだしてつくられ

ており、祠が設置されていた可能性があり、調査を実施した。結果、この平坦面は、斜面部分が 1

0m、 奥行き2.6mで あり、精円形の浅い土坑が3つ検出されたものの、この平坦面にどのよう

なものが所在していたのかを明確にすることはできなかった。ここからは、前述したように、主に

祀られていた神木を中心に、かわらけ、寛永通宝、小形薙刀状鉄器などが出上している。

この「かさもりさん」であるが、病気、疫病の平癒のために、子供が中心となり祀っていたとのこ

とである。また、かわらけに団子をのせて供えることが行われていた。以上のことから「かさもり

さん」の由来を考えると、東京都台東区の感応寺の西に鎮座する笠森稲荷が考えられる。この稲荷

は、塘稲荷として皮膚病に効験があるとされており、団子を供える習慣がある。どのような経緯で

この他に持ち込まれたかは未詳であるが、宇賀荘町のかさもりさんは、江戸時代に江戸の笠森稲荷

からの伝えられたものと考えたい。

♀ _中  判に
第261図 かさもりさん出土遺物実測図
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第 2節 AⅡ 区の調査
(1)尾根上で検出した遺構と遺物
AⅡ 区の立地は東西にのびる尾根の按部に位置する。同一の尾根上に連なるAI区 (東方向にあた

る)、 と調査区外の古墳 (西方向)の間にあたる。両地区より高さが低くなる部分であり、標高は

約 30mである。

尾根に沿ってベルトを残し、掘 り下げたところ、尾根の頂部より南側の緩斜面でで 4基の上媛墓

を検出した。尾根にたいして平行、または直行する。以下その概要を記す。

1号墓 (第 263図) 素掘 りの上壊墓である。 4基の中でもっとも北東側に位置する。平面形は

上縁部分で長さ0,93m× 幅 0.55mの 小型の隅九長方形である。床面の形状も同様で長さ0.

75m×幅 0.45mで ある。主軸は唯一尾根に直交する。深さは 0。 5mである。床面の標高は

28.8mで ある。遺物は出土していない。

が
布図

――-177-――
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第264図 AⅡ区 2号墓実測図
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2号墓 (第 264図) 素掘りの上壊墓である。

土壊墓群の東端に位置する。平面形は上縁部分で長さ1.2mX幅 0.75mの 長方形である。床面

の形状も同様で長さ0,95m× 幅 0.65mである。主軸は尾根に平行する。深さは 0。 5mであ

る。床面の標高は28.lmで ある。

遺物は出土していない。

土層は床面直上に l cmの厚みで赤茶褐色粘上が堆積し、その上は黄色ブロックを多量に含む茶褐色

土が堆積する。

3号墓 (第 265図 ) 素掘りの上城墓である。 2号墓と4号墓の間に位置する。平面形は上縁部

分で長さ0,75mX幅 0.43mの小型の長方形である。床面の形状も同様で長さ0.56m×幅 0.37

mである。主軸は尾根に平行する。深さは 0。 5mである。床面の標高は27.6mで ある。遺物

は出土していない。

第265図 AI区 3号墓実測図
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29.7m

lm

第266図  AⅡ区 4号墓実測図

4号曇 (第 266図 ) 素掘りの土頻墓である。上媛群のもつとも西に位置する。平面形は上縁部

分で長さ1.45mX幅 0.84mの 長方形である。床面の形状も同様で長さ1.22m× 幅 0.65m

である。主軸は尾根に平行する。深さは 0。 7mである。床面の標高は27.lmで ある。遺物は

出土していない。

これら土壊の時期については 素掘りの上壊形態、人骨が消失していることなどはAI東の中世土

壊と類似する。よって築造時期も同じく中世ごろと推定される。
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第 3節 B区の調査
(1)丘陵頂部で検出した遺構と遺物
清水大日堂裏古墓群B区 とした調査区は、前述したA区の北側にあって、今回の調査の原因とな

つた新設県道布部安来線と現状の県道との取り付け部分の東側に位置している。このB区 と前述し

たA区 との間には東に若千入り込む小さな谷があるものの、実は一体のものである。つまりA区、

B区 ともにその東にあって、県道布部安来線と平行して走る標高50mを測る丘陵から派生する支脈

である。B区の丘陵の頂は、標高約35mを測るが、ここでは古墳時代中期に属すと推定されるBl

号墳を検出した。このBl号墳の墳上には、火葬墓と推定される墓壊が多数認められた。また後述

するが、墳丘のの表土中には火葬骨の小片がいたるところでみられた。これは、あたかも火葬骨を

散布したことを想定させるような状況であつた。

南側斜面では五輸塔を伴う火葬墓の他、火葬墓と推定される墓壊が多数認められた。この他、遺

体を火葬に付したとみられる河原石を伴う土坑などを検出した。Bl号墳の北斜面、標高約23m付

B区調査区

A区北裾調査区

ｒ

ｒ

，

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ヽ

ヽ

第267図 B区調査区位置図
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第268図 B区 1号墳々丘実測図

近には幅10mの平坦面が形成されており、この一部が工事の対象となったため調査を実施した。こ

こでは、中世末から近世に属すとみられる掘立柱建物、井戸、柵などを検出した。これらの遺構は、

検出した遺構や遺物が埋葬に関わるものに限定されることから推すと、一般的な住居ではない可能

性の大きいものであった。

以下、B区丘陵部で検出した遺構の概要を記すことにする。

Bl号墳 (第268図 )B区丘陵頂部に位置する1号墳周辺は、調査に着手した時点では西側は工事

のため既に大きく掘削されていた。本墳の墳丘の築造にあたっては、西方に向かって延びる支脈を

―-182-――
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35m ~

東方の高所側において、支脈と直

交する溝を設けることによって、

方形墓域を造 りだす方法をとって

いる。この事からからすると本墳

以外にも西方に同様な規模の墳丘

が続いていたであろうと推定され

る。墳丘規模は南北長8m東西残

存 長 9.5m、 高 さ2mを 測 り

墳丘の主軸方位は、N-60° ―E

であった。墳丘の東側の一端を画

す溝は上幅 1.8m、 下幅0。5m、 深

さは表土下lmを 測る。この北端

で、土師器の高杯が 7個 まとまっ

て認められた。これらは、いずれ

も杯部を伏せた状態で出上した。

主体部は墳丘中央部で鉄器が集中

して出上したことから、この部分

と判断された。

第270図 B区 刊号墳土器溜実測図

ただしこの位置は、後に触れる袋状土坑と重複していたこととも関係して、その輪郭を明らかにし

えなかった。

表上を除去する時点で、土中には墳丘全体を覆うように指頭大の火葬骨片がみられた。また墳丘

上で大小6個の不整形な土壊を検出した。これらは火葬骨片の分布密度が高いことから、埋葬施設

と推定された。

厚さ約20cmを 測る表上を除去すると、その下は明黄色の堅級な地山となっていた。したがって、

Bl号墳の埋葬施設の調査については、この地山面を四方から中央に向かって追えば容易検出でき

るものと考えられた。しかし墳丘中央で直径1.5mに わたって暗茶色上の広がりが認められ、この円

形を呈すプランが、埋葬施設とは考え難い状況であつた。そこで先の円形プランの東端及び墳丘東

西中軸線にに沿って、サブトレンチを設定し調査を進めることとした。このサブトレンチ内から鉄

剣 1、 鉄鏃2、 刀子1を検出した。これら鉄器はBl号墳の副葬品と考えられるものであるが、後述す

る袋状土坑と重複しており、埋葬施設の輪郭については、それを明らかにしえなかった。つまり、

袋状土坑の日縁部は火葬骨片を含む土層に覆われており、後世の撹乱をかなり受けていること、袋
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1.暗黒色土

2淡黄色土 (火葬骨を含む)
3.2に指頭大の地山ブロツ

クを少量含む

4.淡黄色土と淡灰色土が混

在する

5灰茶色 (火葬骨を伴う)
6.赤黄色土

7.茶黄色

8.2に水泣の地山ブロツク

を少量含む

92に こぶし大の地山ブロ
ックを密に含む

||:誇賓雹圭1埋葬施設内
12.茶灰色土に暗灰色土がブ

ロック状に混在

1312に黄赤色地山ブロツク

指頭大がが混在

14明赤黄色土 (サクサタとした感慟

15,茶灰色土 (サクサクとした感じ)

16.明 黄色土 (サクサクとした感じ)

17.黄色地山プロツクとHが

混在

18.黄色土

:9黄色砂質土

20.明黄色土

状土坑の埋土と鉄器周

辺の埋土と平面的には

識別困難な状態であっ

た。したがつて、Bl

号墳の埋葬施設につい

ては、南北方向の上層

観察によつて墳底の確

認と鉄器の出土状態を

記録 したに止まった。

その観察結果からする

と、幅は70cmを 測 り、

各鉄器はその面よりや

や浮いた状態で認めら

れたことから構あるい

は遺体の上に置かれて

いたものと推定 され

た。

袋状土坑 (第271図 )袋

状土坑はは日径 1.5m、

p____       11    _ ___望 科

第271図  B区 1号墳中央部検出土坑実測図

深さ1.6m、 底径1,75mを 測るものであつた。土坑の底部はほぼ水平となっており、プラ
ンは円形を

呈す。壁は内湾しながら口縁部に至り、したがつて日径は、底の径より小さい造りとなって
いた。

袋状土坑の壁沿い底面には断面U字形の周溝が認められた。周溝は幅約 1 0cm、 底面からの深さ5cm

はを測るものであつた。

土層の堆積状態は土坑の回縁付近は前述した火葬骨片を含む、上が覆い、その下層の3、 7、 8、 9の

各層には火葬骨片は認められなかった。したがつて、これらはBl号墳の盛上で、10、 Hは埋葬施

設の中に堆積した土と判断された。埋葬施設の底と判断した面から、上層の火葬骨を含む層までは

50cmを測る。

袋状土坑の上層堆積状態は極めて複雑で、明黄色を示す地山ブロックがなだれ落ち、その後、隙問

に腐植上が流入したように観察された。内部には穀物などを収納した痕跡は認められなか

った。この袋状土坑とBl号墳との直接的な関係は認められなかつた。積極的根拠があるわけでは

ないが、Bl号墳とはかなりの時期的隔たりがあるものと判断された。
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Bl号 墳第 I主体部出土遺物

(第273)

出土遺物はいずれも鉄器で、剣

1、 鏃 2、 刀子 1であった。剣

は 2ケ所を欠損 しているが、刃

先線を結ぶとその全長は、41 cm

前後であったと推定される。茎

は長さ8cm、 幅2cm厚み0.3cmを測

る直茎で、茎尻は錆で本来の形

態を留めていないが、やや丸み

をもっておさまるものとみられ

る。関部の形態は斜角関あるい

はナデ角関と分類されるもので

ある。剣身は幅3.5cmを 測 り、断

面レンズ形を呈す。剣身の厚み

は長さや幅に対 してやや薄 く感

じられた。

剣身及び茎尻に木質が認められ

たことから、外装を付けた状態

で副葬 され た もの と判 断 さ

れ推七鉄鏃は平根式の断面レン

ズ形を呈すものと、長頚鏃と称

される もの との二種がある。

前者は比較的深い腸快を持つも

ので、鏃身は長さ7cln、 左右に開

く 腸 狭 幅 は 3 cmを 測 る 。

茎上方には幅1.5cmを 測る樺巻き

の痕跡が、また茎部過半には矢

材の一部が付着 しているのが認

められた。後者の長額鏃とした

物は全長 1 8cmを 測 り、鏃身は刀

＼

醐

ｍ

第272図  B区 1号墳鉄器出土状態実測図
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子形の片刃式となっている。箆被は長さ9.5cm、

幅0。 5cmを 測り、断面形は正方形を呈す。茎部

は長さ5cmを測り、上方に樺巻きの痕跡と、そ

の下に縦方向に走る矢材の繊維が認められた。

刀子は先端部を欠損しており、残存長6.5cm

を測り、茎長は2cmと 比較的短いつくりとなっ

ている。関部は錆が付着し、詳細は不明では

あるが片関の形態と判断された。刀身の関際

は断面長方形を呈し、刃部に向かって重ねが

薄 くなる傾向は見られない。このことから、

刃は関から若子の距離をおいて研 ぎ込まれる

造りと推定される。

Bl号墳清内出土遺物 (第274図)以下記す

溝は、支丘の主軸に直行する形で、Bl号墳

の墓域の東限を画すために施されと考えられ

るもので、溝内出土土師器はこの北端から出

土した。出土位置は溝の北端底面で、支丘の

北側斜面傾斜変換点付近にあたる。出土土師

器の器種はいずれも高杯で、伏せた状態認め

られ、原位置を動いていないと判断された。

葬送儀礼に伴う土器のありかたの一端を窺わ

せた。

これらの高杯は、杯部と比較的短い脚部か

らなり、脚部は下半部から急に開く形となっ

て脚端部にいたるものである。ただし、杯部

の形態には、二種があって、椀形となる小型

なものと、朝顔形に大きく開く比較的大型の

ものとがあり、前者6個体、後者1個体がある。

前者はいずれも同様な形態で、杯部の口径

15cln、 高さ11.5cmを測り、数値もほぼ近いもの

となっている。内外面ともに明るい赤黄色を

Ａ
＝
＝
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

４

【
【ｈＨＨＨ山ＨＨＨ山口憎れ小岬い】呻ψ町ＷＷｉ‐ＨＷＷＷリ

つ

tで
ノ

ピ翌、角碧
ｉ
一」一〕】ヽ一い｝／ノ

第273図 B区 1号墳出土鉄器実測
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第274図  B区 1号墳土器溜出土遺物実測図

示し、焼成は比較的良好であるが、伏せた状態で長期間風雨にさらされていたため脚部及び、杯外

面は承1離した部分がみられる。杯部外面は、縦方向に日の細かいハケで整え、内面横方向に日の細

かいハケメが認められる。脚部外面は比較的幅の広いヘラ状工具による磨きが施されている。後者
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の杯部は外反して大きく開く形態となっており、杯部の日径23cm、 高さ15,2cmで 、杯部の下半部か

ら脚接合部にいたる中間に稜線が廻つている。これが前者と大きく異なる点である。焼成、色調と

も前者に類似している。これらの所属時期について、A区西29号墓の北に沸接して検出した土器i留

り出上の土器と類似点が多く、ほぼ同時期と推定される。そこでは山陰でも最古の時期に属すと考

えられる須恵器を伴つている。従つて本墳の時期も5世紀後半頃として大過ないものと思考される。

Bl号墳墳丘上出土陶製五輪塔 (第275図 )以下に述べるのは、Bl号墳の墳丘上で得られた直

接古墳に伴なわないと判断した遺物についてである。これらは中世の古墓に関わる人頭大の自然石、

陶製五輪塔などがあつたが、いずれも原位置を保つものでないと判断され、所謂表採遺物である。

陶製五輪塔は小片も含めると約20点近い数となるが、図示しえるものは10点であつた。

(1)は 火輪の一部で、軒幅は28.5cm、 軒厚さ5cmcmを測り、裏面には径1 4cmの内繰りが見られ、(7)

を参考にすれば、この内r.llり は上の方形平坦面に向かって日径を縮小しながら貫通しているものと

推定される。(7)は前述したものよりややこぶりの火輪である。裏面には推定径13cmの内繰りが施

され、上部に向かって径を縮小しながら貫通している。上面には風輪が乗る、推定一辺 8cmの平

坦面がある。本資料には2条 しか残存しないがこの平坦面の四隅から寄棟の稜線が軒先へむかって

下降していたと考えられる。全体に暗茶色を示し、焼成は比較的良好である。 (2～ 6・ 8・ 9)1よい

ずれも地輪の一部と判断したものである。焼成は比較的良好で暗灰色、あるいは黒色を示す。(2～

4。 6・ 8)は地輪の側面から上面の一部にかけての破片である。 (5・ 9)1よ 円形の穴の一部が認めら

れる。他の例を見るとこのような円形の穴をもつのは地輪の上面で、下端は底部を持たないものが

ある。したがって、この 2片は地輪の上面中央部の破片であろう。 (10)は水輪の破片とみられる

ものである。胴部最大径32cmを 測り、上面には推定径12.5cmの円形の穴がみられる。ただ上下関係

は不明である。暗黒色を示し、焼成は不良である。

B区南側斜面で検出した遺構と遺物

Bl号墳の南側裾から谷底に向かう斜面の上半で中世の埋葬に関わる遺構や遺物を検出した。

調査当初、この斜面には遺構は存在しないものと思われたが、一応尾根筋と直行する方向に幅1

mの試掘溝を入れたところ、以下に記すような遺構の一端を検出した。遺構は斜面の上半の範囲に

集中して認められた。検出遺構は2条の参道と推定される細長い平坦面の他、火葬墓5、 茶昆跡 1

であった。火葬墓については、五輪塔を伴うものと、斜面の窪みから火葬骨片が若千認められる程

度のものとがあった。ただ後者が当初から墓標を持っていたか否かという点は即断のかざりではな

い。つまり、後述するように、調査中に谷底でかなりの数の五輪塔を表採しており、これらが伴っ

た可能性も捨て切れないからである。

道状遺構 (第275図)古墓に関わる参道と推定下もので、上下 2条がある。上方のものはBl号
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第275図  B区 1号墳陶製五輪塔実測図
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墳の南裾に沿つて到りる形で作られ、標高32.5～ 34mにかけて走り、幅1.5mを 測る。西端はやや

低くなっており、一旦Bl号墳側に屈曲し、墳裾に沿つて序々に上がっと調査区外に至る。 西端

部が大きく屈曲するのは、B南 1号墓を穿つたためと、この道が上方に登ることを意図して作られ

たことを窺わせた。下方の道状遺構としたものは標高30.5m付近に等高線にそって走る、幅lmを測

り、斜面上方側に幅20cm、 深さ10cmの側溝を備えている。西端は工事で削られ、東端は調査区のほ

ぼ中央で、崩壊している。これは、この部分の傾斜が急であることに加えて、地盤が軟弱であった

ことに起囚するものと考えられる。この道状遺構の南辺には、後述するB南5～ 7号墓がある。

火葬墓 (第276～ 278図 )B南 1～ 7号墓があり、いずれも斜面を若千掘り窪めた土壊で、埋土中

から僅かな火葬骨片が出上した以外、副葬品などは認められなかった。

以下、各火葬墓の概要を示すこととする。

B南 1号墓 Bl号墳北西隅の若千下方にあって、東西上縁長2m、 底部奥行きlm、 墳底から斜

面掘り込み口までの距離は1.5mを測り、底の平面は小判形となっていた。

B南 2号墓 上方の道状遺構の南側にあって、前述したB南 1号墓の対面にあたる。東西上縁長

1.2m、 底部奥行きlm、 娠底から斜面掘り込み口までの距離は80cmを 測り、底の平面は半円形とな

っていた。

B南 3号墓 調査区の中央やや東方、標高32m付近に位置するもので、東西上縁長lm、 底部奥

行き50cm、 墳底から斜面掘り込み口までの距離50cmを測り、底の平面は半円形となっていた。

B南 4号墓 下方の道状遺構の東端に接して存在するもので、東西上縁長1.lm、 墳底奥行き80cm、

壊底から斜面掘 り込み口までの距離1.2mを測り、底の平面は半円形となっていた。

B南 5。 6・ 7号墓 (第277図 )下方の道状遺構の西端南側に接 して位置する火葬墓で、石製五

輪塔の各部分が折 り重なった状態で認められた。この火葬墓が他の例とは異るのは、道状遺構の南

辺に沿って石列が認められる点である。これは上面の平坦な一辺50cm、 厚さ20～ 30cmの石材を複数

並べることによって、墓域を画す形となっている。検出遺構としては、道側の辺に対して直角に南

(谷)側 に曲がる隅部分が認められる。この部分の観察からすると石列は、一段のみであったと思

われる。道状遺構及び5～ 7号墓の造成にあたつては以下のような順で行われたと推定される。まず

南面する斜面の標高31m付近を逆 L字状に掘削して平坦面を作る。さらに掘削時に出た上を平坦面

の南側斜面に盛り、平坦面を拡張する。盛上部分を埋葬地として使用し、掘削してつくった平坦面

(地山)と盛上で作つた平坦面の境 (道状遺構の南辺)に沿つて石を並べ、墓域を画す。石列の内

(南)側に五輪塔などを建てるといった工程であろう。

B南 5～ 7号墓は五輪塔の各部分を除去すると、浅い土壊が 3つ連結した状態で認められた。

B南 5号墓は、平面隅丸方形を呈し、―辺45cm、 深さ7cmを測る。内部には火を受けた長幹骨の他、
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B南 2号墳

第276図  B区南斜面検出遺構分布図

骨片が出土した。成人骨と思われるが、採集した量は 1体分には及ばないと判断された。

B南 6号墓は 5号墓の南に接して、B南 7号墓との中間に位置する平面楕円形の上娠である。長

径ちcm、 短径25cm、 深さ9cmを測る。中からは若子の火葬骨片が出土した。

5m
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B南 7号墓は、B南 6号墓の東に接して掘り込まれた上媛である。土崚の上縁は時期を異する掘

り込みにより元の形態は留めていないものと判断された。したがって、この土壊の法量は火葬骨の

まとまって認められた範囲を若干上回る径50cmほ どのものであろうと推測される。

中からは、火を受けた長幹骨の他、頭部とみられる骨片がまとまとって出上した。ただし成人 1

体分には及ばない量であった。墳底から7cln上方で土師質土器杯 1点が出土した。この杯がB南7号

墓に伴う遺物であるか否かは即断の限りではない。つまり先にも述べたように、時期を異にする掘

り込みが著しく、 7号墓に伴わない可能性の方が大きいように感じられた。時期を異にする掘 り込

みについては、五輪塔の建てられた後にも、随時継続して地輸脇から行われたことが窺えた。そし

て、五輪塔を据えた旧表土面からも、おびただしい火葬骨片が認められた。このことから火葬骨埋

葬に際しては鄭重に上をかぶせるといった意図はうかがえなかった。

出土土師器杯 (第279図 )7号墓の上面から出上したもので、日径H.8cm、 底径5。 2cm、 深さ3cmを

測る。焼成は比較的良好で、底部裏面には糸切り痕が認められる。

B南 5～ 7号墓出土石製五輪塔 (第281図)こ こで検出した図示しえる石製五輪塔は、空風輪部3

点、火輪部2点、水輪部4点、地輪部2点である。空風輪は風輪部の径より空輪部が若干おおきい作

りとなっている。 (1・ 2)と もほぼ同様な大きさで、空輪部径は1 6cmを 測る。(2)は表面の仕上げが

入念で、火輪部 (5)|こ似る。火輪 (4)は かなり欠損しているが表面は入念な仕上げとなっており、

比較的早い時期に転倒して地中に埋もれたものと推測される。頂部平坦面には径5om、 深さ9cmを測

る風輪部のほぞの挿入孔が穿たれている。

(5)は高さ20cm、 軒幅30cm、 軒厚10cmを 測る火輪で、腰高である点が注意される。

水輪は3点があるが著しく欠損している。完形の (9)1ま高さ1 8cm、 最大径27cmを 測る。他の3点

も径はやや異なるかに見えるが、高さはほぼ同じ値を示すものと推定される。地輸は2点あって、

(10。 H)と も高さは2 0cmと ほぼ同じであるが、(10)のほうが一辺29cmと 一回り大きい。いずれ

も石質、加工痕跡などからするとセットにはなりえないと判断された。

奈毘跡 (第280図)B南 12号墓とB南 13号墓にの間に位置する。

この遺構は、標高32mの位置に等高線に沿つて、長径1.4m、 短径0.8mを測る棚状の加工段であ

る。中央部が若干掘り窪められ、底面には人頭大の自然石が、不規則に並べられていた。その石の

隙間には、薪を燃した残りとみられる炭化物が窪み全域に認められた。炭化物の厚さは約5cmを 測

り、その中には火を受けた骨片、長幹骨がみられた。周囲の地肌はさほど火を受けた痕跡は見られ

なかったが、底に並べ置かれた石はいずれも火を受け、変色していた。これらの状況からこの遺構

は奈昆跡であろうと判断された。石は構を浮かせ、酸素の供給を促す目的で据え置かれたものであ

ろう。
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Bl号 墳付近出土石製五輪塔

(第282図 )墳裾で認められた石製

五輪塔の部分は、30個近い個数と

なる。しかし、セツトを組むには

至らなかつた。以下特徴のあるも

のを抽出して、記すこととする。

(1。 2)比較的小型の空風輪で、風

輪下端から空輪頂部まで18cm、 両

輪とも径 12cmを 測る。円柱状の石

材の中央に、断面 V字形の浅い溝

を回らし、空風輪の境としている

る。形態、加工痕跡、法量から同

工の手によるものであろうと判断

された。 (3)は空輪部の破片であ

るが、横断面が正円に近 く、入念

であることが注意され、 (4・ 5)と

同様な形態となるものと推定され

る。(6)は風輪の下端の突出部で上

部最大径9cmを 測る。横断面は正円

形を示 し、仕上げは入念である。

A区中SB001付 近出土の空風輪と接合す

る事実は重要である。

(7・ 8)は四角柱状の石材中央に、断面U

字形の浅い溝を荒く入れ、空風輪の境として

いる。滞の加工や全体の面取 りが不徹底で、

横断面は楕円形を呈す。 (7)は風輪上部が滑

らかな曲線を成すに至ず、未完成品のような

感じさえ抱く。(9)も それらに順じて、粗い作

りで、横断面は楕円形を呈す。火輪は 2種あ

って、(10)は軒幅20cmを 測る。頂上部を欠

損しているが、残存部の曲線からすると、さ

0        
‐´
     10cm

第278図  B南 5～ 7号墓実測図 (2)
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第280図 茶昆跡実測図

ほど高 くはならないものと推定される。(11)軒幅25cm、 高さ15clnを 測る。軒の四隅が大きく反り

上がり、軒下端からの距離は10cmを 測り、特徴的な形態となっている。水輪は二種あって、上下を

入念に面取りを行い、中央の最大径の範囲が少ないもの (12)、 上下面取 り加工を最小限に止めた

もの (13。 14)がある。そのなかでも (14)に は火輪・地輪に接する部分に内判が施されている。

地輪は二種あって、(第283図 1)は一辺21cm、 高さ1 7cm、 (2)は一辺25cm、 高さ18cmを測る。(2)

はとりわけ入念な仕上げとなっている。(3)は前述した地輪とは異なるもので、地輪の上半部の面を

取ったような形態となっており、上面には径18cmを測る正円に近い平坦面が削りだされている。裏

面中央には径 18cm、 深さ8cmを測る内到が認められた。

B区南斜面のB南 5～ 6号墓の下方でもかなりの石製五輪塔が得られた。これらは、上方に設置さ

れていたものが転落したのであろう。まず、空風輪から記すことにする。 (4～ 7)1よ 空風輪の境と

なる溝の加工が入念で、結果空輪の形態が球形に近いものとなっている。AttS B 0 0 1付 近出土

の空風輪(1・ 2)に類似点が多い。(8・ 9)1よ前述したものより溝が浅く、若干雑な感じがする。

(4～ 7)の横断面が正円形を示すのに対し、(Ю)が横断面楕円形を示すのは、施溝や面取り加工が不

徹底であることに起因している。火輪は (11・ 12)と もかなり欠損個所がみられるが、軒幅22cm前

後をの数値を示す。両者は材質、加工痕跡などから、同工房製作の規格品であろう想像される。
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B区北側テラスで検出 した遺構 と遺物

Bl号墳の北側には標高23m付近に、幅約Юmを測る平坦面が削り出されている。現状は竹薮と

なっており、当初この平坦面は、造林などを目的とする造成であろうと考えられた。調査の進行に

したがって、以下記すような建物群の存在が明らかなった。この平坦面は丘陵裾部に沿って北東方

向へ延びており、調査をすれば、建物の軒数もさらには増えるものと思われる。

検出した遺構は柱穴と推定される落ち込み150個所以上、柵状遺構3条、溝状遺構2条、井戸状遺

第284図 B区北側テラス検出桂穴群実測図

SB03
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構1個所などがあった。このうち、柱穴と推定され

るものは多数あったが、建物として理解しえたの

は3棟であった。この平坦面は、Bl号墳が築造

されている丘陵の北側斜面を大きく削って造成さ

れているため、現地に立って南を見ると、B区北

側斜面の掘削面が屏風のように立ちはだかり、隔

離されたように感じられる。したがって、周辺の

竹や樹木がたとえ皆無であつたとしても、日当た

りは悪かったことは想像に難くない。

BttS B 0 1(第 285図 )こ の建物は平坦面の南

辺、つまりB区北斜面の掘削下端に接して検出し

た東西棟で、桁行2問 (2.4m)、 梁間 1関 (2.lm)

の規模をもつ掘立柱建物である。建物主軸方位はN

-65° ―Eである。柱間寸法は南側桁行lm。 1.4m、

北側桁行lm。 14mと なっている。この建物プラン

のほぼ中央で、井戸と推定される円形掘方を呈す

素掘り土坑が1個所認められた。土坑は径0。65m、
第285図  SB0 1実測図

深さ2.15mを 測るもので、掘り込みは垂直となっている。底は北半部がほぼ水平となっているが、

南半部は若千深く掘り下げられている。底部の一部が若干掘り下げられているのは、水垢を沈殿さ

せその上澄を汲み取るための工夫と解される。調査時の観察からすると、土を掘 り上げた状態で 1

日放置した場合、底部に近い土坑壁から地下水がしみ出して水深約 5 0cmほ ど溜ることを確認して

いる。BttS B 0 1は 井戸の覆屋的施設であつたと判断された。

BttS B 0 2(第286図 )こ の建物は、調査区中央で検出した東西棟で、西方は調査着手以前に

工事による掘削で失われている。桁行 5間 (7.4m)以上、梁間 2間 (3.5m)の調査区内で最も大

きな規模の掘立柱建物である。建物主軸方位はN-50° ―Wである。柱問寸法は南側桁行1.8m。

1.8m・ 2m。 1.8m、 北側桁行1.8m・ 1.8m。 2m。 1.8mと なっている。一方、東側の梁間の柱間寸法

は1,75m、 17.5mと なっていた。

各柱穴の掘方は長方形、円形のなどの他、形容し難い不整形もの、さらに大きさも様々であった。

掘方は大きいものは長径lm、 短径0。7mを測るP9な どがあるが、柱の痕跡をみると径20cm前後の掘

方に比較すると意外に小さいものであった。そしてPl。 2・ 3とこ見られるように1個所の掘方に複数

の柱痕跡が集中する例がみられた。 Plの場合5回、P2は 6回、 P31よ 4回以上の建替えによったと

ｍ
う
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第286図  SB02実 測図

みられる柱痕跡が確認された。この例からすると、柱痕跡に対して掘方が大きくなる原因としては、
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建物のプランを当初のままと

して老朽化した部材が取替え

られた可能性が考えられる。

つまりSB02は 、同じ場

所でプランを変更することな

く長期にわたつて存続する必

要があつた建物ということが

できよう。

BttS B 0 3(第 287図 )

この建物は、前述した S B02

と主軸方位を若千異にする東

西棟で、そのプランの大方は

S B02と 重複している。桁行5

間 (8。7m)、 梁間2間 (3。6m)

の規模の掘立柱建物で、建物

主軸方位はN-58° ―Wであ

る。柱間寸法は南側桁行1.8m、

1.8m、 ■5m、 2.lm、 1。5m、

ヨヒ根J桁行2.lm、 1.8m、 1.5m、

1.95m、 1.4mと なっており、

一方、梁間の柱間寸法は東側

は1,8m、 1.8m、 西側は1.5m、

2.lmと なっていた。

SA01～ 03(第288図 )

B区北側斜面の掘削面下端に

沿って東西に走る柱列で、西
第287図  SB03実 測図

端が工事に伴う掘削によって失われているため、その全容を窺うことは出来ない状態となっている。

柵あるいは垣と推定したものである。これらは、同様な場所にありながら互いに主軸方位を異にし

ている。それらの用途としては、掘削面の下端に体積する崩落土を、建物側に流入させないための

施設であつた可能性が考えられる。

SA01は 3条の柱穴列中最も南側、つまり崖の下端に近い位置で検出したもので、主軸方位は

Ｉ

Ｅ

い
。ｓ
０
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N-52° ―Eと なっていおり、

残存長6.6mを 測る。柱穴列は

計7個の柱穴で構成され、全体

に法量は不揃いで、個々の法

量はさほど大きいものではな

い。ただし、 P4、 P7が深さ

60cmと 、特に深いことが注意

される。

SA02は 3条の柱穴列、

中央に位置するものである。

主軸方位はN-70° ―Eと

なっている。残存長11.4mを

測る。柱穴列は、計13個の柱

穴で構成され、個々の法量は

S A01と 大差はない。

S A03は最も北側に位置す

るもので、主軸方位はN―

60° ―Eを 測る。柱列は計 17

個で構成され、前述した2例 よ

り個々の法量は若千大きいこ

とが目に着く。

出土遺物 (第289図 )

出土遺物は意外に少なく若干

の陶磁器片と小柄の一部を得

たにすぎない。

(1)は磁器の比較的大ぶり

の碗で、日径16.7cmを測る。

5
m

第288図  SA01～ 03実測図

内外面に灰緑色の釉がかかる。15世紀代の輸入陶磁器である。(2)は磁器の皿で、高台はシヤー

プに削り出され、日径14cmを測る。内外面ともに淡黄白色の釉がかかる、唐津系陶器である。見込

面には「め跡」が4点認められた。

(3)陶器の碗で、日径10cm、 高さ8cmを測る。身はゆるやかに弧を描いて立上り、全体に腰高とな

【
０
我
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第289図  B区北側建物群内出土遺物実測図 (1)

っている。(4)は陶製の片口で、日径19clnを測る。内外面全体に乳白色の釉がみられる。(5)は陶

製のすり鉢で、日径30cmを 測る。内外面とも明茶色を示し、良く焼締っいる。内面には10本を単位

とする「おろしめ」がみられる。 (第290図)は小柄の柄の一部で、残存長8cmを測る。銅製で、残

存状態は悪 く、装飾等は剥落している。

本来刀剣の付属品となるものであるが、

一般的に万能小刀として使用されたもの

と思われる。これらは、いずれも近世中

葉から後葉に属すものと推定される。
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0                        20cm

第290図  B区北側建物群内出土遺物実測図 (2)
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第 4節  C区の調査
(1)調査概要と出土遺物
はじめに

C区で遺構が検出された丘陵は、宇賀荘町字牧で、鎌倉時代末 (元享 2年 -1322)の 創建で

ある瑞塔山天長雲樹興聖禅寺 (雲村寺)の開基である牧新左衛門の居宅口承のある地域である。ま

た、調査区の東側には、「千才」と呼ばれる池が存在し、鎌倉時代末の雲樹寺の創建に際して谷奥

の丘陵を切り開いて池の水を尾根を隔てた隣の谷に流したとしていう口承で、その時の伝承として、

この雲樹寺に関わる伝承として、大蛇伝説がある。これは、寺院創建時に今回のA調査区と雲樹寺

の間にある切り通しを造った際、池に住む大蛇も水と一緒に出ていき、財力を有していた牧家は、

没落してした、というものである。かなりの水を有する沼であつたことを物語ることとして、時代

は明確ではないが、雲樹寺から清井町の間は舟で往来していたという、口承も周辺にある。

以上のことから、 2つの日承を確認するため、平成 7年 8月 17日 から発掘調査を実施した。調

査を実施にあたり、牧新左衛門の居宅口承のある丘陵部分で、現状では、竹林や畑となっており、

斜面につては、陶磁器等の捨て場とされていた。畑に使用されていた部分に最初にトレンチを設定

し調査を開始したが、その後、小さな柱穴らしいもの等が検出されたことから、 9月 11日 から、

道路に伴う買収された範囲を機械を導入して発掘調査するに至った。池の日承調査等については、

島根大学理学部徳岡隆夫教授の指導を受け、池の痕跡から解明するための調査区を設定した。調査

区は、丘陵部分の第 1調査区と水田部分に8カ所を2か ら9調査区と称して記述する。特に第 2・

3。 4・ 5調査区は、徳岡教授の指導に基づき、設定して調査を実施した。

第 1調査区

丘陵部分では、 2基の地下式坑、井戸、柱穴群が検出された。特に2基の地下式坑は、地山の落

盤しているため、上の色調が判然とせず、それが、地下式坑であると判断するのに、かなりの時間

を要した。

1号地下式坑 (第 293・ 294図 )丘陵調査区のほぼ中央で検出された。道路予定で買収された部分

と未買収部分のほぼ中央部分で分断されており、その関係で、半分しか調査はできなかった。しか

も、ポールによる調査により、地表面から床面まで3 3 0cmで あり、これを掘り抜くと、調査壁が

崩落する可能性が極めて高く、調査上から、一度は、床として使用されたと考えられる2 0 0cmの

面部分までの調査で止めることとした。検出したのは、東西 2 7 0cm、 南北 1 2 0cmの 範囲であっ

た。入り日と部屋との中央を主軸とするとほぼ磁北を主軸としている。この上坑には、当初桂穴と

考えていたが、入り日も残されいた。この直径は7 0cmで 斜めに部屋に続いていた。今回調査を止

めた部分は、入り回の部分の土層からは、床として使用していたものと観察できる。そして、この
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面でも、水を多量に含む上の状況である。内部からの出土遺物は、検出できなかった。

2号地下式坑 (第295図 )1号地下式坑の西方約 3mの丘陵先端部分で検出された。全てが調査区

の中に所在している。床面の規模は、東西 2 1 0cm、 南北 2 6 0 clnで 、床面から残存している天丼

部分までの高さ 1 8 0cmである。主軸は、N-40° ‐Eである。この入り回は、天丼部の崩落時に、

崩落したものと考えられる。入り日は、階段状の明確なものはないものの床面に近くなるごとに緩

やかな傾斜となるよう掘られている。天丼部が北側部分で僅かにのこっており、厚さが 5 0cmであ

る。床面には天丼部がのこっていた時期に流れ込んだと考えられる粘質土が僅かに確認されており、

その上部は全て崩落とその後の流れ込みである。従つて、地下式坑は、土が流入しなように管入り

口部分で方法は未詳であるが、管理がなされていたものと考えられる。調査で床面の流入した上を

取つた後には、浅く水がたまる状況である。

出土遺物は、坑中央の床面に倒立した状態で五輪塔の空・風輪部分が検出された。この五輪塔部

分は、人為的に置かれたものというより、転がり落ちやや斜めに倒立した状況で停まったものと考

えたい。

井戸

井戸は、丘陵の南側で検出された。地上での検出形は、円形で地表面に施設は検出できなかった。

規模は、地上面での直径 1 2 5cm、 深さ225c14で ある。底部も円形を呈しており、直径 5 0 clnで

ある。井戸は、廃棄のため、埋め土したものであり、その後、一度 9 0 clll位 のところまで掘り、井

戸として再利用した後その後は、自然に流入上により埋まったものと考えられる。

出土遺物は、 2次堆積の上層から石臼が出上しているものの、明確な時代を決定する遺物は、検

出することができなかつた。

桂穴

柱穴と考えられるものは、総数 52検出された。柱穴からの出遺物はなく、時期的なことが明確

ではないが、南側の柱穴は、丘陵中央部に較べ、低いため上を盛っているものと考えられる。その

ため、地山と同様な色調をした上を削るとその下から掲色の覆上の柱穴が検出された。柱穴にも時

期差があるものと考えられる。

(2)水田面の調査
水田面は、 7カ 所調査区を設定して、調査した。第 1。 2.3.4. 5調 査区は、地質調査の関

係で設定した。第 6。 7調査区は、切り通しの関連調査で調査を実施した。

第 2調査区は、長辺 7.5m、 短辺 1. 5mの トレンチである。この部分は、近年の掘削によっ

て造られた地形であることが、調査によって判明した。
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第 3調査区は、長辺 8m、 短辺 2mの トレンチである。堆積した上がきれいに堆積しており、西

lRlの山からの流れ込みの遺物が検出された。また、後で記述する池の痕跡が見える境となる部分で

あることが判明した。

第 4調査区は、2m× 2mの調査区で、 8 7cmの部分に池の底部と考えられる細かな粘土層の堆

積部分が検出された。

第 5調査区は、2m× 2mの調査区で、水田の耕作上の下は、黒色粘土層であり、堆積した土層

であることは明白であり、土層中から、ある程度の水深を有する池に繁茂する菱の実が検出されて

た。しかし、池の底部を現す土層は検出できなかった。

第 6調査区は、6.7mX2mの 調査区で、第 2調査区と第 3調査区を繋ぎ、第 3調査区で明確

となった池の底部がどのように続くかあるいはおわるのか明確にするため、設定した。この調査区

により、池の所在した西側の範囲と池の下から検出された陶器によって少なくとも、検出された底

部は中世の雲樹寺創建まで遡ることはないことが明確となった。詳細は、山陰地域研究 12に韻底七

第 7調査区は、切り通しの確認調査のため、長辺 8m、 短辺 lmの調査区を設定して調査を実施

した。明確な痕跡を確認することはできなかった。

第 8調査区も同様に、切り通しの確認調査のため、長辺 5m、 短辺 lmの調査区を設定して調査

を実施した。しかし、明確な痕跡を確認することはできなかった。

第 9調査区からは、切り通しの北側の肩部を確認した。長辺 3m、 短辺 lmの調査区を設定 して

調査を実施した。ここからは南部分の100cmの部分で確認できた。昭和 40年代に切り通しの改修

があり、その部分の掘り下げがなされたとのことであるが、土層に状況から当初のものと考えられ

る。

(注)徳岡隆夫等 1996年 「安来市雲樹寺、『千才池J伝承の検討」
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遺物ついて

五輪塔片 (第296図 1)

第 1竪穴土坑の中央の床面から倒立した状

態で出上し淡灰色を呈する凝灰岩製の石彫物

である。この五輪塔片には、風輪の上部分に

稜線がある、塔空 。風輪の断面が精円形に造

られている等の特徴がある。風輪の上部分に

稜線で長径 1 7cm、 短径 1 3cmで ある。総長

は、火輪へ差し込む為造られた出っ張りの 1.

5 cmを含めて 2 0cmである。風輪の頂上部分

は僅かに尖っている。梵字は施されていなく、

塔空と風輪部分も浅いV字の沈線で画している

等、粗雑に製作されている感がある。これは、

(第 287図 2)と 類似する。

石臼 (第296図 2)

井戸から出土した石臼は、淡褐色を呈する

凝灰岩製である。石臼は二つの石を重ね合わ

せて穀物を粉にしたりするために使用したの

もので、出上 したものは、石臼の上部分の石

である。それは、穀物を下の石と摺 り合わせ

るために、落とす穴や回る為に木の軸を差し

込んだと考えられる穴もあることから判断さ

れた。その上面は、穀物が回している時に落

ちないよう周辺部分が高 くなっている。下面

は、ほぼ平面であり、使用にされていたため

の摩滅が確認できる。直径 3 0cm位の石臼と

考えられ、石自の外側端部の厚さ 9 cm、 中央

部分の厚さ6.5 cmで ある。
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第294図 C区 1号地下式土坑実測図
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安来市大日堂遺跡近世墓から検出された人骨の概要

鳥取大学医学部解剖学第二講座

井上貴央、影岡優子、土井浩二、亀崎豊美

1.は じめに

本報告は安来市大日堂遺跡近世墓から検出された人骨の概要を報告するものである。

総数82体に及ぶ人骨が検出され、学術的価値が高いが、紙面の制約からその概要を述べるにとどめ

る。

2.近世墓の人骨の概要

東28号墓 骨の保存状態は非常に悪く、骨片と歯牙のみ検出されている。検出された歯牙は21本で、

風化によって歯根は破損し、ほとんどが歯冠のみとなっている。これらの咬耗度はManinの 0度であ

るため、この個体は若年者であったことが推察される。

東42号墓 前頭骨、左右頭頂骨、後頭骨、右側頭骨、左錐体、上顎骨が検出されている。三主縫合

は内板では閉鎖しているが、外板では一部閉鎖している。乳様突起と外後頭隆起はよく発達してい

る。熟年後半男性のものと考えられる。

東43号墓 頭蓋骨は右側頭部を欠くのみで、ほぼ完形である。前頭部は膨隆しており、眉弓 。眉問

は著明でなく乳様突起も小さい。三主縫合は、内板では冠状縫合の一部は癒合閉鎖しているが、残

りは未閉鎖で、外板はいずれも未開鎖である。上顎歯は残りが少ないが、咬耗度はMarunの 1～ 3度

である。下顎歯の咬耗度はMattinの 0～ 3度である。壮年女性と考えられる。

東44号墓 後頭骨、左右側頭骨の一部、上顎骨、下顎骨その他細片化した頭骨が検出されている。

三主縫合の矢状縫合、人字縫合は内板は癒合閉鎖をきたしており、外板では未開鎖である。上顎、

下顎ともに歯牙は一部釘植しており、咬耗度は Maninの 3度である。下顎は頑強である。また外後

頭隆起は軽度に発達し、乳様突起は中等度に発達している。熟年男性のものと考えられる。

東45号墓 検出されているのは、左右の寛骨片、大腿骨、睡骨片、頭蓋骨片のみである。寛骨片の

耳状面は凹凸が多く、妊娠溝が認められる。大坐骨切痕は破損しているものの広いようである。成

人女性骨である可能性が高い。

東46号墓 頭蓋は顔面頭蓋、左右側頭骨、右頭頂骨の一部が残存しているが、ほかは細片化してい

る。三主縫合は内板が閉鎖しており、外板も閉鎖が進んでいる。前頭縫合の残存が認められる。頭

蓋骨は全体的に大きい。歯牙の咬耗はMartinの 1～ 2度で、四肢骨は頑丈である。本人骨は壮年後半

～熟年の男性骨と考えられる。右下位肋骨が癒合をきたしている。

東48号墓 頭蓋骨は破損が大きいが、右側頭骨、左右頭蓋骨片、前頭骨、後頭骨片が残存している。
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前頭部は膨隆しており、眉弓と眉間の突出は認められない。乳様突起も小さい。内板の縫合は部分

的に癒合しているが、まだ残存している。外板も癒合が進行しているようである。歯牙はMattinの 2

度である。壮年後半の女性であると考えられる。

東49号墓 頭部は右側頭部の一部を欠いているがほぼ完形である。前頭部の膨隆は著明で、眉弓眉

間も軽度に突出しており、乳様突起はよく発達している。三主縫合は内板・外板ともに未閉鎖であ

る。日蓋縫合では切歯縫合は閉鎖しており、横日蓋縫合は外側部が閉鎖している。頬骨弓は非常に

薄く、細い。歯牙の咬耗度はMartinの 1～ 2度で歯式は以下の通りである。壮年女性と考えられる。

東50号墓 前頭骨、左右頭頂骨、後頭骨、左右側頭骨、上顎骨が検出されている。三主縫合は内板

では癒合閉鎖をきたしているが、外板では未閉鎖である。上顎歯は左第3大臼歯を除いてすべて釘

植しており、歯牙の咬耗度は Ma�■の1度である。項面のレリーフは粗造であるが乳様突起は小さ

く、また、寛骨の大坐骨切痕が大きい。青年後半～壮年前半女性のものと考えられる。

東51号墓 頭蓋骨は顔面頭蓋と左右の側頭骨と左右の頭頂骨が検出されている。前頭部は膨隆して

おり、眉弓は軽度に発達している。乳様突起は小さく、頬骨弓は薄い。

三主縫合は内板では閉鎖しており、外板では未閉鎖であるが癒合は進行 している。頭蓋骨内には、

矢状縫合の両側に直径5mm～ 8mmの陥凹が数個認められた。上顎の歯槽はすべて開鎖し、下顎には

3本の歯牙が釘植しているのみである。両側犬歯に楔状欠損が認められる。胸椎～腰椎の一部に癒

合が認められる。熟年前半の女性と思われる。

東52号墓 頭蓋骨は完形である。前頭部は膨隆しており、眉弓と眉間はよく突出している。乳様突

起も大きく、項面のレリーフは粗造である。三主縫合は内板では閉鎖しており、外板でも人字縫合

の外下部を除けば閉鎖している。上顎の歯槽はすべて閉鎖しており、下顎は右大歯、左右の第1・

第2小臼歯が残存しているのみで、ほかはすべて閉鎖している。老年男性であると思われる。

東53号墓 頭蓋は顔面部～前頭部、右側頭部、頭蓋底を欠く。三主縫合の外板は未閉鎖であるが内

板は癒合閉鎖が進んでいる。乳様突起は中等度に発達し、項面のレリーフも著明である。上
。下顎

は検出されていない。上肢骨や脊柱は残つていないが、寛骨以下の主要下肢骨は検出されている。

寛骨の大坐骨切痕は大きく、大腿骨、睡骨は華奢である。人骨は表土から比較的浅いところに埋葬

されていたようである。埋葬時は頭を南に置き、体幹を北北東方向に向け、両膝関節を折り曲げて

大腿部を胸部近くまで曲げた姿勢で埋葬されていたものと考えられる。熟年女性と推察される。

東54号墓 顔面頭蓋と左右側頭骨が検出されている。冠状縫合の内板は癒合閉鎖をきたし、外板も

随分癒合閉鎖が進んでいる。骨口蓋の切歯縫合と横口蓋縫合外側都は消失している。眉弓が突出し

ているが、前頭部の膨隆は著明で骨質も薄い。大坐骨切痕は大きく、熟年女性と考えられる。

中14号墓 前頭骨の一部、右頬骨、右側頭骨の一部が検出されている。冠状縫合、矢状縫合の内板
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は、一部が癒合閉鎖しているが外板は閉鎖していない。歯牙の咬耗は Martinの 1度である。眉弓、

眉間隆起は発達が悪いが、総合的に判断して青年後半～壮年後半の男性骨と考えられる。

中15号墓 左側頭骨と左蝶形骨の一部、左頭頂骨の一部、右錐体が検出されている。

人字縫合は内板・外板ともに癒合閉鎖している。乳様突起は発達している。熟年～老年の男性と推

定される。

中16号墓 頭蓋骨は破損 しているが、ほぼすべての部分が残存している。前頭部は膨隆が小さく、

眉弓と眉間は中等度に発達している。乳様突起は破損しているが、よく発達しているようである。

三主縫合は冠状縫合の内板は癒合閉鎖が進んでいるが、ほかの縫合は閉鎖したばかりである。歯の

咬耗度はMattinの 1～ 2度である。壮年前半の男性と考えられる。

中17号墓 頭蓋はほぼ完形である。三主縫合の内板では冠状縫合が癒合閉鎖しており、矢状縫合、

人字縫合は部分的に閉鎖している。外板は未閉鎖である。上顎歯は数本検出されている。上顎歯の

大部分とすべての下顎歯は脱落し、歯槽は閉鎖している。

眉弓、眉間隆起は著明で、乳様突起や外後頭隆起は発達しており、項面のレリーフも粗造である。

壮年後半～熟年前半の男性と考えられる。

中18号墓 頭蓋骨は断片イとしており、前頭骨、後頭骨、左右側頭骨、頭頂骨の一部、左頬骨が検出

されている。骨は重厚で、前頭部はなだらかに頭頂部に続いており、眉弓と眉間は非常によく発達

している。乳様突起も大きい。残存している縫合をみると、人字縫合では内板は癒合閉鎖をきたし

ており、外板も癒合がかなり進行している。

歯牙は下顎歯のみが検出されており、咬耗度はMartinの 3度である。熟年男性と考えられる。

中20号墓 後頭骨、右頭頂骨、右側頭骨、前頭骨の一部、右上顎骨、下顎骨が検出されている。上

顎骨、下顎骨に一部の歯牙が釘植し、歯牙の咬耗はMartinの2～ 3度である。三主縫合はいずれも内

板は開鎖しているが外板は未閉鎖である。眉弓、眉間の隆起は軽度に発達している。外後頭隆起は

よく発達しており、乳様突起も中等度に発達している。下顎骨も大きい。壮年の男性と推察される。

西2号墓

上 :頭蓋骨は後頭骨、左右側頭骨、上顎骨、下顎骨などの一部が検出されている。三主縫合は人字

縫合の一部が検出されており、内板は消失、外板は縫合閉鎖をきたしている。歯牙は上顎骨で5本、

下顎骨で6本釘植しており、一部ではエナメル質減形成が認められる。咬耗度はMartinの 3～彼 であ

る。乳様突起は中等度に発達しており、外後頭隆起は突出している。熟年男性と考えられる。

下 :骨の保存状態は悪く、残存している骨は少ない。頭蓋骨も破損が大きいが、前頭骨片、頭頂骨

片、左右側頭骨片および下顎骨が検出されている。残存している冠状縫合は内板が消失し、外板は

癒合閉鎖が進行している。また眉弓と眉間の突出はほとんどなく、下顎骨では切歯と大歯以外の歯
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槽は閉鎖し、退縮している。検出された寛骨は大坐骨切痕が大きく、熟年女性と考えられる。

西4号墓 後頭骨、左右all頭骨、上顎骨などの一部と下顎骨などが検出されている。

三主縫合は内板・外板ともに開鎖している。歯牙は上顎骨、下顎骨に1本ずつ釘植しており、咬耗

度はManinの 3度である。乳様突起は大きく、外後頭隆起は突出しており、項面のレリーフは粗造で

ある。熟年男性と推察される。

西5号墓 頭蓋骨は顔面頭蓋と左右側頭骨、後頭骨などが検出されている。前頭骨の前頭部は膨隆

している。また眉弓と眉間の発達は中等度である。乳様突起は大きい。

骨は重厚で、項面のレリーフは粗造である。三主縫合の内板は消失しており、外板では縫合線は残

っているものの、癒合はかなり進行しているようである。また外板においては、前頭縫合の遺存が

若千認められる。歯牙の咬耗度はM創山の3～破 である。

熟年男性と考えられる。

西6号墓 右頭頂骨、左右錐体、後頭骨、頭骨片が検出されている。全体的な印象から女性骨をう

かがわせる。年齢は特定できない。

西8号墓 頭蓋骨は底部が欠損しているが、ほぼ完形である。眉弓と眉間は突出しており、前頭結

節が膨隆している。乳様突起はよく発達している。三主縫合では冠状縫合の内板はほぼ消失してお

り、外板では癒合が進行している。矢状縫合と人宇縫合の内板は閉鎖が進行しており、外板は未閉

鎖である。また、切歯縫合と横口蓋縫合は消失している。歯牙の咬耗度はMardnの 3度である。寛骨

の大坐骨切痕は小さく、壮年後半～熟年前半の男性骨と推察される。

西10号墓 顔面頭蓋と前頭骨、右頭頂骨、左右側頭骨とほぼ完形の下顎骨が検出されている。冠状

縫合、矢状縫合は内板は癒合閉鎖をきたし、外板も閉鎖が進んでいる。

乳様突起は中等度に発達している。眉間隆起と眉弓も軽度に膨隆している。また、下顎骨も大きい。

歯牙にはエナメル質減形成が認められ、咬耗は Marinの 1～ 2度である。上顎には右側切歯、右第

2・ 第3大臼歯、左第3大臼歯を除く歯牙が釘植している。下顎歯は左右第3大臼歯、左第1小臼歯以

外はすべて検出されている。壮年後半で、性別は男性をうかがわせるが確言できない。

西刊3号墓 頭蓋骨は細片化しているが、乳様突起は発達している。冠状縫合の外板は未開鎖である

が、内板は閉鎖している。歯牙の咬耗度はMarinの 3～ 4度である。大腿骨は太いが骨皮質は薄い。

年齢は熟年後半～老年と推察される。性別は女性をうかがわせるが確言できない。

西15号墓 骨の保存状態は極めて悪く、頭蓋骨片、大腿骨片と指骨のみ検出された。

これらの骨は成人骨であることは確かだが、詳細は不明である。

西16号墓 左右錐体と頭蓋骨片、歯牙片が検出されているのみである。歯牙は歯根が未完成である。

15歳程度の個体と推定される。
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西17号墓 頭蓋骨と長幹骨片のみ検出されており、頭蓋骨片は非常に薄くて小さく、前頭骨片には

前頭縫合が認められる。乳児骨と考えられる。

西18号墓 頭蓋は細片化している。上顎の骨回蓋の切歯縫合と横日蓋縫合外側部は一部消失してお

り、上顎歯、下顎歯ともに咬耗度は Martinの 2～ 3度である。下顎骨は頑強である。壮年後半～熟年

前半の男性と思われる。

西19号墓 左側頭骨、右錐体、後頭骨、その他頭蓋骨片が検出されている。三主縫合は内板は癒合

開鎖、外板は一部で癒合開鎖をきたしている。乳様突起は発達しており、後頭隆起も著明で、熟年

男性骨と考えられる。

西21号墓 頭蓋骨は頭頂骨片が検出されているのみである。この骨質は薄く、また検出された大腿

骨は華奢であり女性をうかがわせる。歯牙も歯冠部分のみが5点程出上しており、咬耗度はMartinの

2度である。年齢は壮年～熟年と考えられる。

西23号墓 骨の保存状態が非常に悪く、骨片が数個検出されただけである。頭蓋骨は側頭骨と後頭

骨部分の骨片しか存在していない。この骨が成人骨であることは確かだが、詳細は不明である。

西25号墓 頭蓋骨は左右の側頭骨、上顎骨の一部、頭蓋底部を欠くが、残りはほぼ完形である。前

頭部の膨隆は著明で、眉弓と層間の突出は発達していない。三主縫合の内板と外板は、すべて閉鎖

している。歯牙の咬耗度は1～ 2度である。熟年女性と考えられる。

西27号墓 骨の保存状態が非常に悪く、残存している頭蓋骨は側頭骨片と上顎骨片のみである。ま

た、側頭部の内板には直径lcm程の陥凹が認められる。歯牙の咬耗度はMarinの 1～ 2度である。骨

の厚さが薄く女性骨をうかがわせるが確言できない。年齢は壮年～熟年と考えられる。

西29号墓 頭蓋骨は前頭骨の右側の一部を欠くが、ほかは完形である。前頭部は膨隆せず、眉弓は

軽度、眉間は者明に突出している。乳様突起は中等度に発達し、後面のレリーフは粗造である。三

主縫合の内板はいずれも閉鎖しているが、外板では未閉鎖の部分もある。歯牙は8本検出され、咬

耗度はMahinの 2～ 3度である。エナメル質減形成が認められる。熟年後半～老年男性と考えられる。

西3司 号墓 顔面頭蓋、前頭骨、後頭骨、左右側頭骨、左右頭頂骨片が検出されている。

冠状縫合は内板・外板ともに癒合閉鎖している。人字縫合では内板は完全に閉鎖し、タト板も一部

を除いて癒合している。切歯縫合、横口蓋縫合外側部、正中口蓋縫合日蓋骨部も一部門鎖している。

乳様突起は良く発達しており、外後頭隆起も突出し、項面のレリーフは粗造である。眉弓も軽度

突出している。大坐骨切痕は狭い。熟年男性と考えられる。

西33号墓 頭蓋骨では下顎骨の一部と歯牙が検出されているのみである。歯牙は9点検出されてい

るが咬耗が進んでおり (Martin 2～ 3度 )、 熟年程度の個体と思われる。下肢骨では左大腿骨と睡骨

が検出されている。年齢は熟年程度と考えられる。性別は下肢骨の太さから女性をうかがわせるが、
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確言できない。

西34号墓 左側頭骨の一部、その他頭蓋骨片、上顎骨片、長幹骨片、左鎖骨片、左肩甲骨片と歯根

が未完成の永久歯を含む歯牙が33本検出された。歯牙の咬耗度はMartinの 1度で、歯根の形成状況か

ら10～ 13歳頃の小児であると考えられる。

西37号墓 頭蓋骨は細片化しており、その特徴をうかがい知ることはできない。四肢骨の破損も大

きVヽが、下肢骨は太くて頑丈で筋の付着面が非常に発達している。成人男性骨と考えられる。

西38号墓 骨片と歯牙4本が検出されているのみで、歯牙は乳臼歯2本 と永久歯の大臼歯が2本であ

る。第1大臼歯の歯根の石灰化状況から、本人骨は5～ 7歳の小児骨と推察される。

西39号墓 頭蓋骨は、右側は側頭骨の一部を残し欠落している。上顎及び左右頬骨を欠く。三主縫

合は外板、内板ともに閉鎖しており、年齢は老年と思われる。乳様突起は欠損していて認められな

いが、骨質は薄く、前頭の膨隆は著明であることから判断して、女性の頭蓋であると推定される。

下顎は左右後部を欠く。すべての歯牙は脱落し、歯槽は閉鎖をきたしている。

西41号墓

上 :頭蓋骨は左頭頂部、頬骨、右頭頂部及び後頭部の一部が欠損しているが、ほかは残存している。

骨は重厚で頑強である。前頭部はなだらかで、眉弓と眉間は良く発達している。乳様突起も大きく、

項面のレリーフも粗造である。冠状縫合と人字縫合は一部が確認できるのみであるが、内板は閉鎖

しており、外板も閉鎖がほぼ完了している。歯牙は2本のみ検出されており、咬耗度はManinの 2度

である。寛骨の大坐骨切痕は小さい。熟年後半～老年の男性と考えられる。

下 :頭蓋底部は残存しているが、その他は細片化している。乳様突起は小さく、項面のレリーフは

比較的粗造である。切歯縫合は消失しており、歯牙の咬耗度はMahinの 2～ 3度である。また、歯に

はエナメル質減形成が認められる。四肢骨は保存が悪く破損が大きいが、幸奢である。総合的に判

断して、熟年女性ではないかと考えられるが、確言できない。

西43号墓 頭蓋骨は破損が大きい。乳様突起は小さく、眉弓も発達していない。骨質は薄く、全体

的に頭蓋の大きさが小さい。三主縫合は内板、外板ともに未閉鎖である。歯牙の咬耗度はMartinの 1

～2度である。寛骨の大坐骨切痕は大きく、壮年前半の女性と考えられる。

西44号墓 頭蓋骨は細片化している。乳様突起は小さい。矢状縫合の内板は消失しており、外板も

閉鎖が進行している。上顎歯の咬耗度はMartinの 3度で、下顎骨の歯槽は、一部を除いてすべて閉鎖

している。熟年の個体で、性別は女性をうかがわせるが確言できない。

西45号墓 頭蓋骨は後頭骨を除き、ほぼ完形である。全体的に大きく、眉弓、眉間の発達もよい。

前頭部の膨隆は著明ではない。乳様突起は中等度に発達している。三主縫合は内板はすべて閉鎖し

ている。外板では矢状縫合がほぼ閉鎖している。歯牙は第3大臼歯以外は揃つており、咬耗度は
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Martinの 3度である。熟年前半の男性と思われる。

西46号墓 前頭骨、左右頭頂骨、右側頭骨、左錐体が検出されている。遊離歯も多数検出されてい

る。三主縫合の内板、外板は閉鎖しかけている。前頭部は膨隆し、骨質は薄い。歯牙には軽度のエ

ナメル質減形成が認められる。歯牙の咬耗度はManinの 1度である。壮年女性と推察される。

西47号墓 顔面頭蓋は形を保って残存しているが、脳頭蓋部分の骨は、左右側頭骨を除いて細片化

している。全体的に華奢で、前頭部の膨隆や眉弓と眉間の突出は中等度である。乳様突起は小さい。

冠状縫合の内板は閉鎖しかけており、外板は未開鎖である。歯牙の残存は悪く、歯槽が閉鎖してい

る部分も多い。壮年女性と思われる。

そのほか小児のものと思われる前頭骨と歯牙が検出されており、歯牙は乳臼歯1本 と永久歯の歯

冠が5個検出されている。

西48号墓 左大腿骨、左睡骨、左膠「骨、上腕骨が残存しているのみで、大腿骨の粗線や粗面は比較

的発達している。歯牙は4本検出されており、咬耗度はMartinの 3～ 4度で、エナメル質減形成が認め

られる。骨は熟年～老年の骨であると考えられるが、性別は特定できない。

西49号墓 頭蓋の後頭部と底部を除いてほとんど検出されている。冠状縫合の内板は閉鎖し、外板

は閉鎖が進んでいる。矢状縫合の内板は一部閉鎖し、タト板は癒合は進んでいるが未閉鎖である。

乳様突起は小さい。歯牙にはエナメル質減形成が認められ、咬耗度はMard■の2～ 3度である。熟

年女性と推定される。

西50号墓 骨の保存状態は悪く、頭蓋骨は細片化している。冠状縫合は内・外板ともに閉鎖してい

る。眉弓の発達は悪く、骨質は薄い。下顎骨は歯牙が脱落し歯槽が吸収閉鎖している。下肢骨は華

奢で熟年～老年の女性骨と推察される。

西51号墓 頭蓋は左側頭部を欠くが、ほかはほぼ完存している。三主縫合は、内板は閉鎖をきたし

ているが、外板は一部が未癒合の状態である。乳様突起と眉弓と眉間の膨隆は中等度で、外後頭隆

起は突出し、項面のレリーフはやや粗造である。前頭部は膨隆していない。歯牙の咬耗はMa五�の

2～ 3度である。大坐骨切痕は大きく、第1肋骨には骨化が認められた。熟年女性と推定される。

西52号墓 頭蓋骨は破損しているが、前頭骨、側頭骨片、上顎骨が残存している。前頭部は膨隆し、

乳様突起は小さく、眉弓は発達しない。縫合は日蓋縫合が確認できるのみである。歯牙はあまり咬

耗していない (Marun l～ 2度 )。 第3大臼歯は萌出している。大坐骨切痕は大きく、壮年後半の女性

と推察される。

西53号墓 頭骨は細片化しており、右側頭骨、前頭骨、頭頂骨などが検出されている。三主縫合の

内板は閉鎖しており、外板は未閉鎖である。前頭部の膨隆は著明で、乳様突起は中等度に発達して

いる。下顎歯は左第1小臼歯、左第1、 第2大臼歯が釘植しており、上顎は左第1、 第2小臼歯、左第1

――-221-



大臼歯が上顎片に釘植して検出されているが、そのほかは遊離歯として検出されている。エナメル

質減形成が認められる。歯牙の咬耗度は Ma�■の2～ 3度である。大腿骨や上肢骨は太いが短い。筋

の付着する粗面は粗造である。壮年後半の女性と推察される。

西54号墓 骨の保存状態は悪く、大腿骨と前頭骨片、側頭骨片しか検出されていない。前頭部は比

較的膨隆しており、眉弓と眉間も軽度に発達している。冠状縫合の内板は完全に閉鎖している。外

板でもかなり癒合が進行している。歯牙は大臼歯4点、小臼歯1点が検出されており、咬耗度は

Mardnの 2～ 3度である。頭蓋骨内面には直径5mm程の陥凹が認められた。壮年後半～熟年女性と考

えられる。

西56号墓 前頭骨、右側頭骨、左錐体、左右頭頂骨などが検出されている。

三主縫合は内板、外板ともに癒合閉鎖をきたしている。また、乳様突起は中等度に発達し、外後

頭隆起も発達しており、熟年男性の個体ではないかと思われる。

西57号墓 検出入骨は少なく、頭蓋骨は細片化している。前頭部は膨隆しており、眉弓は平坦であ

る。乳様突起は小さい。冠状縫合の内板は閉鎖が進行しているが、外板は未開鎖である。歯牙の咬

耗度はMttinの 1～ 2度である。下顎歯にはエナメル質減形成が認められる。壮年女性と考えられる。

西58号墓 骨の保存状態は非常に悪く、ほとんど残存していない。頭蓋骨は後頭骨片、側頭骨片な

どが検出されたのみである。成人骨であるのは確かだが、性別は特定できない。

西59号墓 大腿骨片と寛骨片が検出されているのみで、詳細をうかがい知ることはできない。成人

骨であることは確かである。

西61号墓 前頭骨、左右側頭骨、下顎骨と細片化した頭骨が検出されている。冠状縫合の内板は消

失しており、外板ではほぼ閉鎖をきたしている。矢状縫合と人字縫合では内板は閉鎖しているが、

外板は未閉鎖である。眉弓と眉間の隆起は著明であり、乳様突起も発達している。下顎骨も大きく、

頑強である。歯牙の咬耗度はM�inの3～ 4度である。この個体は熟年男性と思われる。

上記の個体とはBllに、さらに一体分の頭蓋骨が検出されている。右側頭骨片、頭頂骨片など細片

化した骨のみ数点と下顎骨が検出されている。下顎歯の咬耗度はManinの 3～ 4度である。残存して

いる縫合を見る限り、内板は外板とともに閉鎖が進んでいる。熟年の個体と考えられるが、性別は

特定できない。

西62号墓 前頭骨と右all頭骨片、下顎のみ検出されている。冠状縫合は内板は癒合閉鎖をきたして

いるが、外板は一部閉鎖している。前頭部の膨隆は著明で、四肢骨も細くて短い。下顎骨は小さく、

歯牙にはエナメル質減形成が認められ、咬耗度は2～ 3度である。熟年後半の女性であると思われる。

西63号墓 骨片と歯牙のみ検出されており、小児と思われる頭蓋骨片が検出されている。乳臼歯が

存在し、永久歯の歯冠は完成している。小児骨であると推察される。
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西64号墓 左半分を欠く脳頭蓋と左錐体が検出されている。三主縫合はいずれも内板は閉鎖してお

り、外板は人字縫合ではまだ閉鎖していない。乳様突起はよく発達しており、眉弓と眉間の膨隆も

著明で、下顎は大きい。歯の咬耗はManinの 2～ 3度である。熟年後半～老年男性と思われる。

西66号墓 頭蓋骨は前頭骨、左右頭頂骨、後頭骨の一部と左右側頭骨片が検出されている。

前頭部は膨隆しており、眉弓と眉間は発達していない。三主縫合は内板ではすべて消失している。

外板も癒合が進行していて、ほぼ閉鎖しかけている。前頭縫合の残存が認められる。熟年女性と考

えられる。

西67号墓 前頭骨、左右頭頂骨、後頭骨と左右恨1頭骨片が検出されている。前頭部の膨隆はほとん

どなく、眉弓は軽度に発達している。三主縫合の内板はすべて消失しており、外板もほぼ消失して

いる。熟年後半～老年男性と考えられる。

西68号墓 歯牙が5本検出されており、咬耗度はMarinの 1～ 3度である。本人骨は成人骨であるが、

年齢、性別は特定できない。

西69号墓 左右大腿骨、左右睡骨、上腕骨の一部が検出されている。骨は頑丈で大きく、男性骨を

うかがわせる。成人男性と推測される。

西70号墓 上顎骨と下顎骨の一部が検出されている。歯牙も3本検出され、咬耗度は2～ 3度である。

大腿骨は小さく女性骨と思われる。年齢は壮年～熟年としておく。

西71号墓 頭蓋は左側頭骨、前頭骨片、頭頂骨片、上顎骨片が認められるものの、破損が大きい。

冠状縫合と矢状縫合の外板は未開鎖であるが、内板では閉鎖している。

下顎骨は左右の一部が検出されており、若千の歯牙が釘植している。左第2大臼歯以降の歯槽は吸

収閉鎖をきたしている。下顎骨は重厚である。歯牙の咬耗はMartinの 2～ 3度である。上顎歯は右側

では中切歯、側切歯、大歯が、左側では中切歯と大歯が残存している。左右の中切歯の近心側には

V字形の異常咬耗が認められ、また左右の側切歯にも異常咬耗が認められる。壮年後半の男性と推

定される。

西72号墓 頭蓋骨は左右錐体、上顎骨、前頭骨、左右頭頂骨の一部、後頭骨片が検出されている。

冠状縫合と矢状縫合の一部の内板は閉鎖し、外板も閉鎖が進行している。上顎歯牙が9本、下顎歯

が8本釘植しており、咬耗度はMarinの 3～ 4度である。乳様突起は発達していない。熟年後半の女性

と推定される。

西73号墓 前頭骨、左頭頂骨、右頭頂骨の一部、左右側頭骨、上顎骨片と下顎が検出されている。

三主縫合は内板では癒合閉鎖をきたしており、外板では癒合は進んでいるものの一部閉鎖をきたし

ていない。骨口蓋の切歯縫合は消失している。乳様突起は発達しているようで下顎骨も大きい。歯

牙にはエナメル質減形成が認められ、咬耗度は Maninの 3度である。熟年男性と考えられる。
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西74号墓 顔面頭蓋は完存し、脳頭蓋は右側頭骨片、後頭骨片、頭頂骨片と下顎骨が残つている。

前頭部は膨隆し、眉弓と眉間の突出はあまり著明でない。頭蓋縫合は内板では閉鎖をきたし、外板

でも閉鎖が進行している。また、前頭縫合の残存が認められる。歯牙は上顎、下顎ともに左上顎第

3大臼歯を除き、すべて釘植している。咬耗度はMartinの 1～ 2度である。壮年女性骨と考えられる。

西75号墓 頭蓋骨は前頭骨の一部、左側頭骨、右側頭骨の一部、後頭骨、上顎骨 、下顎骨片が検

出されている。三主縫合では内板は閉鎖しており、外板もほぼ閉鎖している。頭蓋骨の内側には陥

凹が認められ、後頭骨の底部にも結節状の骨の隆起が認められる。眉弓と孝L様突起は発達している。

後頭部の外後頭隆起は突出し、項面のレリーフも粗造である。壮年後半～熟年男性と考えられる。

西76号墓 頭蓋は左側頭骨、後頭骨、左右頭頂骨などの一部を欠くが、ほかはほぼ完存している。

冠状縫合と人字縫合の一部では内板・外板ともに閉鎖している。眉弓と眉間は突出しており、乳様

突起も発達している。下顎骨は完存しており、ほとんどの歯牙が釘植している。歯牙の咬耗度は

Martinの 3度である。熟年男性と考えられる。

西77号墓 頭蓋は前頭骨、左右の頭頂骨とlHll頭骨、上顎骨片が検出されている。三主縫合は内板、

外板ともに閉鎖している。前頭部はよく膨隆し、四肢骨は華奢である。

老年女性と推察される。

西78号墓 前頭骨、上顎骨、類骨、左側頭骨、右錐体、右頭頂骨片、後頭骨片が検出されている。

下顎骨も右側の一部を欠くが検出されている。冠状縫合は内板・外板ともに未閉鎖である。前頭部

は膨隆しており、下顎骨は華奢である。大坐骨切痕は大きく、関節努溝が認められる。歯牙の咬耗

は進んでおらず Martinの 1度である。壮年女性であると考えられる。

西79号墓 頭蓋は前頭骨の右側片、後頭骨、右側頭骨、左錐体、右頭頂骨が検出されている。三主

縫合の内板は閉鎖しかけているが、外板は未閉鎖である。乳様突起は発達が悪い。下顎骨は左側の

大部分を欠く。歯牙は右第1大臼歯以外は脱落して歯槽も閉鎖している。右第1大臼歯部では歯槽が

退縮しており、臼歯の歯根部が露出している。咬耗は Mai� の1度とあまり進んでいないが、歯牙

の脱落が著明なことから高齢者をうかがわせる。四肢骨は華奢である。頭蓋は年齢算定の根拠とな

る部位が残存しておらず、年齢査定は困難であるが、熟年女性ではないかと考えられる。

西80号墓 頭蓋は頭蓋底と左頭頂骨の一部を欠くが、ほぼ完存している。眉間と眉弓の隆起は著明

で、前頭部はそれほど膨隆しない。乳様突起と外後頭隆起はよく発達している。項面のレリーフは

粗造である。三主縫合の内板は閉鎖しており、外板では矢状縫合は癒合閉鎖が進んでいるが、冠

状 。人字縫合は未閉鎖である。前頭縫合が残存している。上 。下顎ともに歯牙は半分ほど釘植して

おり、エナメル質減形成が認められる。歯の咬耗度はM�ino 2～ 3度である。熟年男性と思われる。
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3.埋葬肢位・埋葬方位などについて

埋葬肢位については表1にまとめたので、参照いただきたい。ほとんどす
べてが座位による埋葬

であった。人骨の検出状況を詳細に検討した結果、埋葬時にどちらを向いて埋葬していたかを大部

分の近世墓で明らかにすることができた (図 1)。 なかでも、注目に値するのはA■区西の北西に位

置する近世墓である。北端の墓穴に埋葬された人骨は南側を向き、その南に位置する2～ 3列の墓穴

に埋葬された人骨は西側を向いて埋葬されていたことが明らかになった。この方向性から墓道の存

在が示唆される。詳細は紙面の都合で割愛するが別途機会をみて考察を加えたい。

今回検出された人骨の中には骨病変を示唆するものが多い。近世墓によく見られる疾病の骨も検

出されているが、これについても別途機会をみて詳述したい。

4.おわりに

稿を終わるにあたり、本人骨の検討の機会を与えていただいた安来市教育委員会の関係各位、と

りわけ人骨の図面作製、取り上げ、検討にあたつてご協力いただいた金山尚志氏、安来市和鋼博物

館の三宅博士氏に御礼申し上げる。
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ま  と
これまで、安来市宇賀荘町所在の清水大日堂裏古墓群の調査の概要を述べてきた。調査は当初の

予想を上回る多数の埋葬関係遺構などを検出した。以下若千の所感を記して、報告のまとめとしたい。

遺跡がある丘陵に立つと南には最寄りの清瀬の集落、その背後には中国山地の山並みが遠望され

る。一方、西に目を転じると、間近に雲樹寺の森が、その向こうに安来の市境や中海、さらに鳥根

半島の東部分が遠望される。この地は俗に「はかやま」とも称されていたが、遺跡名称ともなった

「清水」は遺跡の北方2km lこ ある清水寺に因んだ通称名であり、「大日堂裏」とは丘陵の北裾の小さ

な仏堂に因むものである。さらに谷を隔てた北方の丘陵には「新御堂」の名もみえており、それら

の名が示すように、今回の調査で明らかになった遺構群も、仏教的色彩の濃いものであった。

それら検出した遺構を、調査地区毎にまとめると以下のごとくなる。

A区丘陵では、斜面部と尾根上で検出したものとに大別される。斜面部のものとしては、北側と

南側で、横穴を各 l穴検出している。北側のものは後世の撹乱を受け、これに伴う遺物も認められ

なかった。南側で検出したものは、周辺の地盤が脆弱であったことから、天丼部は崩壊し、多量の

流入上が堆積していたものの、内部では埋葬当初の状況を確認することができた。この横穴の特筆

すべきこととしては、前庭部が東西6.74m、 南北9.17mと 極めて大きいこととともに、北南両横穴

の特徴は他例のように群を構成せず、単独で営まれたことであろう。

A区丘陵の尾根上で検出し遺構には、AI東区1～ 32・ 34～ 54号墓、AI中区1～ 37号墓、AI西

区1～ 80号墓、さらにA西 81・ 82号墓、AⅡ 区1～ 4な どの埋葬遺構の他、礎石建物跡 S B01な どが

ある。

AI東区で検出した土墳群のうち、仰臥仲展葬と推定される平面長方形のものは所属時期が弥生

時代末から古墳時代に及ぶものであったが、これらの配置には、一定の傾向が認められた。つまり、

埋葬位置が、尾根の中央にあって、土壊の主軸方位を尾根筋に直行させるか、あるいは沿わせてい

る点が注意さる。これらの中心的位置を占めるのが、H・ 10。 9・ 8・ 7号墓であった。そのうち2・

16。 14・ 23号墓を例外として除けば一定のまとまりが認められる。それらの下限は20号墓の南西端

で検出された土坑出土の上器が古墳時代前期末と考えられた。それに続くのが29～ 32・ 34～ 42・ 53

号墓で、これらは、平面隅九方形の掘方の上崚で、形態から坐位埋葬であったと推定される。いず

れも、深さlm未満と比較的浅い。埋葬時期は32号墓で、元豊通費(北宗銭 。1078年初鋳)が、また42

号墓では政断通費(北宗銭・HH年初鋳)があり、12世紀初頭を遡らない頃と考えられた。ただし、

各土城の人骨の残存状態が極めて悪い中にあって、つ号墓のみ人骨の残存状態が極めて良好であっ

た。出土人骨による埋葬形態の復元の検討を依頼した井上先生の所見によれば、42号墓の埋葬形態
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は近世墓の類例と大きく異なるところはなく、近世人骨であろうとされている。渡来銭の伝世期間

も含めて検討すべきことといえよう。近世墓は43～ 54号墓としたもので、土壊底部に人骨が認めら

れ、残存状態は比較的良好であった。各土壊とも「寛永通費」や国産陶磁器など、埋葬時期を示す

副葬品がみられた。これらの分布をみると、中世墓は尾根の中軸線に沿って、近世墓は中軸線より

北側の丘陵傾斜変換点付近にまで及び、その範囲は長径8m、 短径6mに止まっていた。何故狭い範

囲に密集させる必要があったのか注意されるところであった。また、AI東区守号墓のように、被

葬者の頭部を容器で覆う例が認められたことも興味深い事実といえよう。

A中区では、計27基の埋葬施設を検出した。そのうち1～ 12号墓は仰臥伸展葬で、A区東の仰臥

伸展葬用の土壊よりやや細長い掘方となっている。A区東の中央部の上墳と比較すると、前者が三

段掘 りであるのに対し、素掘土壊であるところが注意される。これらの土墳は副葬品は少なく時期

の決定に耐える遺物は認められないが、6号墓上面の須恵器杯をこれに伴うものとすれば、9世紀代

頃のものということができよう。

A中 13～ 20号墓は近世墓と考えられるもので、埋葬形態は坐位埋葬と判断された。整然と2列に

並んでおり、いずれも配列が意識されていたことを窺わせた。ただ、これらの上壊には浅いもの、

深いものとの二者があったことは、前述したAI東区29号墓など比較的浅い土竣の所属時期と合わ

せ検討すべき内容といえよう。

S B01は 、平面コの字形に廻らされた区画溝の中央で検出した、納骨堂と推定される建物跡であ

ると この建物の北辺及びA西区の北方で、火葬骨を伴う土壊が集中して認められた。 S Bolがい

つまで存続していたかは不明であるが、A区中区の近世土壊が、sB01と 重複を避ける形で配列され

ていることは重要であろう。 S Bolは、後述するA西区をも含め一連の埋葬遺構のなかにあって、

象徴的建物であつたことを窺わせた。そのなかの火葬墓で、注意したいのが中22号墓である。これ

は、SB01の 東域を画す溝の壁に穿たれたもので、他の火葬墓とは趣を異にしている。ここで注

意すべきは、溝の中に堆積した上に火葬骨が埋葬されていることである。これは、中22号墓の埋葬

が、納骨堂としての機能を果たさないほど荒廃した時期に止む無くおこなった行為ではなかったか

とも想像される。堂そのものが朽ちても、S Bolが存在した区画に対する意識が存続していたこと

を窺わせた。

A西区では、80基に及ぶ多数の上壊を検出した。この調査区は他に比較すると、極めて密集度が

高く、そのうち64基に人骨が残存していた。これらの土壊が掘 り込まれている平坦面の下層には、

石製五輪塔の部分が認められ、盛土を施して埋葬地が造成されたことが知られる。

ここで検出した土壊群からは、銭貨・煙管 。鋏・櫛・鎌・剃刀 。包丁・魃金・陶磁器など各種の

副葬品が出上し、近世の多彩な葬送儀礼の一端が窺えた。これらの上墳には、鉄釘を全く伴わない
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もの、伴つても数が極めて少ないものがかなり認められた。どのような構造の構であったのか今後、

検討を要す問題といえよ堺七

AI東、AI中、AI西の各調査区をとおしていえることは、東に埋葬するに足りる空間がある

にも関わらず、東から西に向かって密集度を増していつていることである。しかもAI西区におい

ては、埋葬のための造成まで行われていることから、西方域がかなり意識されていたことを窺わせ

ている。

AⅡ 区では、土城、1～場 を検出した。これらは、平面隅丸方形を呈す比較的浅いもので、A西

81号墓やAI東区29～ 32号墓と類似点が多い。副葬品も認められないことから、所属時期について

は、近世の上壊群とはかなりの距離をおいて掘 り込まれており、群構成も異なることから、人骨が

遺存する近世土墳よりも古いと推定された。

ところで、A西区中央やや南よりで検出した土坑で、山陰の須恵器編年の I期 に相当する須恵器

及び土師器高杯を得ていると これと同様なものとしては、B区 1号墳の溝内出上の上器群がある。

A中区SB01と 重複して認められた平面弧状を呈す溝内からも、同様な時期に属すとみられる土師器

高杯が出土している。弧状に廻ったであろう溝は古墳の周溝の一端であったことが想定される。し

たがって、A西区の山陰の須恵器編年 I期の土器群が出上した土坑は尾根筋にあつた墳丘が削平さ

れ、滞内のにおかれていた遺物がかろうじて残ったものと推定される。AⅡ 区の西端にあった小円

墳、さらに調査区外に連なる古墳も同様な時期に属すものと判断された。

B区の調査では、一辺10mを測る方墳1基の他、中世と考えられる荼昆跡さらに多数の火葬墓、

掘建柱建物跡、柵列跡、井戸跡などを検出した。このB区で検出した遺構の大きな特徴は、多数の

埋葬遺構のうちBl号墳を除き、いずれも火葬に関わるものに限定されることであつた。そして、

それらが南側斜面に限定された形で存在していたことである。また、Bl号墳裾から出上した石製

五輪塔の破片がA中区の石製五輪塔の一部と接合ができたことは特筆すべき内容であつた。これは、

ある時期まで、B区にあつた石製五輸碁がA区に移動されたことを思わせた。一連の遺構からみる

と、B区には火葬墓、A区では土葬墓 (土壊)と火葬墓とが共存しており、遺物による両者の時期

的相対関係は、B区 (古)～ A区 (新)と いうことになろう。ただし、B区の埋葬関連遺構が、A

区側斜面に限定されていることからすると、A中区のSB01は既に存在し、両者は視覚的に見通せる

場所に置く意図があつたと考えられ、この点SB01が、遺跡内において扇の要的存在であつたつたこ

とを窺わせている。ところで、B区出上の類例の少ない遺物として、陶製五輪塔がある。この遺物

は今のところ、全国的な出土は10件 と、きわめて少ないことが注意される。今後の類例をまって、

この地方における採用の意味を考えていく必要もあろぢ七

このように今回は、道路建設という丘陵の一部を対象とした調査であったにもかかわらず、弥生
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時代末から古墳時代、さらに中世から近世にかけての極めて広範な時代幅の中で、埋葬遺構群を単

位別にその輪郭を提えることが出来た意義は大きい。A区中で検出した納骨堂と推定したS B01の

ような例は県内でこそ少ないが、全国各地で中世に形成された納骨霊場の一例といえよ堺七

今回明らかになった宗教的空間の形成に、清水寺、雲樹寺という山陰を代表する古刹が大きく影

響したであろうことは、想像に難くない。古代は別にしても、中世～近世にかけての埋葬地として、

占有され続けた理由もそこにあったといえよう。それに加え、近世の埋葬に関わる遺構で、遺存状

態が比較的良好な人骨を多数検出した例は、市内はもとより、県内においても他に例を見ないもの

であった。良好な埋葬関係資料を得、被葬者の性別、年齢、副葬品とのセット関係も含め、近世農

村集落内において究明されなければならない課題は多いことを記して、安来市宇賀荘町所在、清水

大日堂裏古墓群の事実報告としたい。
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遺 跡 遠 景 (北 方 よ り )

B区近景 (西方より)掘削頂部がBl号墳



A区 南 横 穴 前 庭 部 (南 方 よ り )

A区 南横 穴 前庭 部 (AI区 丘 陵 上 よ り )


